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 89 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８８号（平成２８年８月２  
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９日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４０ 

 90 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８９号（平成２８年８月３

０日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２４３ 

 91 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９０号（平成２８年８月３

１日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２４７ 

 92 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９１号（平成２８年９月１

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２５０ 

 93 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９２号（平成２８年９月２

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２５４ 

 94 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９３号（平成２８年９月３

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２５８ 

 95 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９４号（平成２８年９月４

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２６１ 

 96 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９５号（平成２８年９月５

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２６４ 

 97 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９６号（平成２８年９月６

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２６８ 

 98 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９７号（平成２８年９月７

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２７１ 

 99 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９８号（平成２８年９月８

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２７４ 

 100 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９９号（平成２８年９月９

日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２７７ 

 101 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１７００号（平成２８年９月１

０日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２８０ 

第３ 日報から分かること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８３ 

 １ ７月の戦闘より前の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８３ 

 ２ ７月の戦闘について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８７ 

 ３ ７月の戦闘以降の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９１ 

第４ 結論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９７ 
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第１ 本書面の目的 

   本書面では、「南スーダン派遣施設隊 日々報告」から、本件提訴直前の

２０１６年６月から９月までの南スーダンの情勢、とりわけ紛争の実態と

南スーダンＰＫＯの活動を巡る変化について論じ、陸上自衛隊第７師団（千

歳）中心の第１０次隊が活動していた２０１６年の時点で南スーダンが武

力紛争状態であったこと、ＰＫＯ参加５原則を満たしていなかったことを

明らかにする。 

 

第２ 日報等の内容 

   第１準備書面においては、２０１６年７月７日～１２日の「南スーダン

派遣施設隊 日々報告」等についての主張を行った。その後、防衛省は、

それ以外の「南スーダン派遣施設隊 日々報告」も公表した。 

   新たに公表された日報等は、２０１６年６月２日から９月１０日の「南

スーダン派遣施設隊 日々報告」であり、陸上自衛隊第７師団（千歳）中

心の第１０次隊が派遣されていた時期の活動に関するものである。 

かかる日報等には、以下のような記述がある。 

 １ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６００号（平成２８年６月２日）   

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     ＩＧＡＤ（政府間開発機構、代理人注記）は、州境界委員会の

設置から３０日以内に２８州問題を決着するように定めており、

今後、２８州問題に関する協議が進展する可能性あり。一方、キ

ール大統領がｉＯ（前副大統領派、代理人注記）側等の要望に応

じる可能性は低く、協議は難航する可能性あり 

  (イ) 治安事象 

     ベンティウにおいては、４月１４日にもＳＰＬＡ（政府軍、代

理人注記）とｉＯの戦闘が発生。今後も報復目的でＳＰＬＡとｉ

Ｏの戦闘が発生する可能性あり 

   イ ジュバ市内（３頁） 
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   ジュバ市内、特にＰＯＣサイト（文民保護サイト、代理人注記）を含む

ＵＮハウス（国連南スーダン派遣団＝ＵＮＭＩＳＳ司令部所在地、代理人

注記）周辺では、射撃事案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生して

おり、巻き込まれに注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流

れ弾への巻き込まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 活動概要（ＵＮトンピン地区）（１／７）（１０頁、別紙第１－１） 

   ① 区分：施設 任務：ＵＮエプロン側道補修 部隊：器材小隊  

時間：０８３０～１６００ 場所：ＵＮエプロン 人員：９次隊４、

１０次隊４ 車両 高機×１ 油圧×１ 特大型ダンプ×１ グ

レーダ×１ ローラ×１ 

   等 

  (3)  活動概要（ＵＮトンピン地区）（３／７）（１２頁、別紙第１－３） 

① 区分：施設 任務：（黒塗り、代理人注記）敶地造成  

部隊：１小隊 時間：０８３０～１６００ 場所：ＵＮハウス 

人員：９次隊３、１０次隊１ 車両 高機×１ ＤＺ×２ ＯＰＳ

×１ 牽引車×１ 警備（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（１／６）（２０頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意関連 

     １日、キール大統領は、第１副大統領マシャル氏及び第２副大統領

イッガ氏と会談。キール大統領は、「２８州問題は、提案を受け３０

日以内に再検討する。」と発言、マシャル氏は、「州境界委員会は、

１５名で構成され１０名が南スーダン人、残りの５名はその他の国か

ら選出する。」と発言 

    →ＩＧＡＤは、州境界委員会の設置から３０日以内に２８州問題を決

着するように定めており、今後、２８州問題に関する協議が進展する

可能性あり。一方、キール大統領がｉＯ側等の要望に応じる可能性は

低く、協議は難航する可能性あり 

   イ 治安事象  
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     （黒塗り、代理人注記） 

   ウ その他の情報資料 

     ３１日、イエイリバー州（中央エクアトリア州）知事は、キール大

統領と面会し、同地域の治安問題について会談。知事は、キール大統

領へ警備強化の必要性を訴えた模様 

    →イエイ周辺は依然として不安定な状況が継続しているため、同知事

が政府に対して警備強化を要請したものと思料。一方、政府が実際に

警備強化を行うかは不明 

  (5) 情勢（２／６）（２１頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ベンティウ ｉＯがＳＰＬＡを襲撃 

   イ 治安事象 

     ベンティウにおいては、４月１４日にもＳＰＬＡとｉＯの戦闘が発

生。今後も報復目的でＳＰＬＡとｉＯの戦闘が発生する可能性あり 

(6) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 ９名（６月１日１８００ｉ～６月２日１８００ｉ） 

   ア ９次隊 ７名 

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ２名 

    (ア) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３１頁、別紙第７） 

 情勢（事象） 

    宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，２０，

６／１） 

 ２ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０１号（平成２８年６月３日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 
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  (ア) 和平合意関連 

     ＩＧＡＤは、州境界委員会の設置から３０日以内に２８州問題

を決着するように定めており、今後、２８州問題に関する協議が

進展する可能性あり。一方、キール大統領がｉＯ（前副大統領派、

代理人注記）側等の要望に応じる可能性は低く、協議は難航する

可能性あり 

  (イ) 治安事象 

   （黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意関連 

     １日、キール大統領は、第１副大統領マシャル氏及び第２副大統領

イッガ氏と会談。キール大統領は、「２８州問題は、提案を受け３０

日以内に再検討する。」と発言、マシャル氏は、「州境界委員会は、

１５名で構成され１０名が南スーダン人、残りの５名はその他の国か

ら選出する。」と発言 

    →ＩＧＡＤは、州境界委員会の設置から３０日以内に２８州問題を決

着するように定めており、今後、２８州問題に関する協議が進展する

可能性あり。一方、キール大統領がｉＯ側等の要望に応じる可能性は

低く、協議は難航する可能性あり 

   イ 治安事象 

     （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２２頁、別紙第３－２） 

ア 図 
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①ブンジ及び②カポエタ（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象  

（黒塗り、代理人注記） 

(4) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 １１名（６月２日１８００ｉ～６月３日１８００ｉ） 

   ア ９次隊 ７名 

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ４名 

    (ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (ウ) 情報班    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３１頁、別紙第７） 

 情勢（事象） 

    宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，２０，

６／１） 

 ３ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０２号（平成２８年６月４日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     州境界委員会設置には各勢力ともに合意しているが、設立目的

で意見が対立しており、州境界委員会が設置されたとしても意見

の対立は継続するものと思料。また、大統領顧問の追加は、反政

府勢力側からの批判を受けてのものと思料。閣僚３０名に加え、

大統領顧問が１９名になることから、今後の各種協議が難航する

可能性は否定できず 

  (イ) 治安事象 

     牛を巡る抗争であり、今後も報復を目的とした抗争が発生する
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可能性あり 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／５）（１９頁、別紙第３－１） 

    治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／５）（２０頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ピボル（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 

牛を巡る抗争であり、今後も報復を目的とした抗争が発生する可能 

性あり 

(4) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者 ８名（６月３日１８００ｉ～６月４日１８００ｉ） 

   ア ９次隊 ５名 

(ア) 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 派遣警務班  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ３名 

    (ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (ウ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(5) 総括（２９頁、別紙第７） 

 情勢（事象） 
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    宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，２０，

６／１） 

４ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０３号（平成２８年６月５日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     ｉＯの施設が整備されていく一方、ｉＯ側のみの支援を継続し

た場合、政府側は米国に対してｉＯのみを支援していると批判す

る可能性あり 

  (イ) 治安事象 

   （黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／５）（１９頁、別紙第３－１） 

    治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／５）（２０頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①マラカル（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

 (4) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者 ５名（６月４日１８００ｉ～６月５日１８００ｉ） 

   ア ９次隊 ３名 

(ア) 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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    (イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ２名 

     施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   (5) 総括（２９頁、別紙第７） 

 情勢（事象） 

    宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，２０，

６／１） 

５ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０４号（平成２８年６月６日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     ｉＯの施設が整備されていく一方、ｉＯ側のみの支援を継続し

た場合、政府側は米国に対してｉＯのみを支援していると批判す

る可能性あり 

  (イ) 治安事象 

   （黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２２頁、別紙第３－１） 

    治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２３頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ワウ（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

    受診患者 １７名（６月５日１８００ｃ～６月６日１８００ｃ） 

   ア ９次隊 ９名 

(ア) 隊本部    ５名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (ウ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ８名  

(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 施設器材小隊 ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３３頁、別紙第７） 

    情勢（事象） 

    宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，２０，

６／１） 

６ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０５号（平成２８年６月７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     新たにｉＯ側の大統領顧問を追加することにより、暫定政府内

で新たな意見の対立が発生する可能性は否定できない。また、議

会の再編成に伴い和平合意履行はさらに遅延するものと思料 

  (イ) 治安事象 

   （黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに
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注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２０頁、別紙第３－１） 

   ア 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他の情報資料（下段） 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２１頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ルンベク及び②ピボル（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

ウ その他の情報資料（３文目） 

（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

    受診患者 １０名（６月６日１８００ｃ～６月７日１８００ｃ） 

   ア ９次隊 ３名 

(ア) 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ７名  

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   (5) 総括（３１頁、別紙第７） 

 ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス（＃３ＰＯＣサイト）周辺において、発砲事案が発
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生（６／５） 

   イ 情勢（評価）  

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ（国内避難民、代理人注記）同士の抗

争及び射撃による巻き込まれに注意が必要 

７ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０６号（平成２８年６月８日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     国際社会は、暫定政府樹立後６カ月以内に混合裁判所の設立を

要求しているものの、キール・マシャル両氏が反対していること

から、混合裁判所の設立は延期されるものと思料。設立された場

合、両者ともに裁判の対象となる可能性は否定できず、両者は引

き続き設立反対を主張すると思料 

  (イ) 治安事象 

   （黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２０頁、別紙第３－１） 

    治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２１頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ルンベク（黒塗り、代理人注記） 
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   イ 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

(4) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 １１名（６月７日１８００ｃ～６月８日１８００ｃ） 

   ア ９次隊 ６名 

(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ５名  

(ア) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 派遣警務隊  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   (5) 総括（３１頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

８ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０７号（平成２８年６月９日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     先般出されたキール大統領の共同声明については否定している
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ものの、マシャル氏は混合裁判所の設立を支持したとの表明はな

く、当面、同裁判所の設立については不透明 

  (イ) 治安事象 

     南スーダンにおいては、食糧不足が継続しており、今後、ルン

ベク以外の地域においても同種事案発生の可能性は否定できず 

  (ウ) その他の情報資料 

      （黒塗り、代理人注記） 

       また、ＩＭＦは、現在の南スーダンが直面している経済危機を早

期に改善しようとしているものの、南スーダン政府は、資金運営に

ついて主導性を保持したいと考えており、今後も両者の意見対立は

継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他の情報資料（上段） 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２２頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ルンベク及び②ピボル（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 

     南スーダンにおいては、食糧不足が継続しており、今後、ルンベク

以外の地域においても同種事案発生の可能性は否定できず 

   ウ その他の情報資料（上段） 
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（黒塗り、代理人注記） 

(4) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 ９名（６月８日１８００ｃ～６月９日１８００ｃ） 

   ア ９次隊 ２名 

(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ７名  

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３１頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

９ 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０８号（平成２８年６月１０日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     混合裁判所に関し、キール大統領側とマシャル第１副大統領側

の間で意見の対立が継続しており、今後両者間が改めて協議を実

施しない限り、同裁判所の設置については進展しないものと思料 

  (イ) 治安事象 
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    （黒塗り、代理人注記） 

  (ウ) その他の情報資料 

    ＳＰＬＭ（スーダン人民解放運動、代理人注記）側は、依然と

して２８州制の既成事実化を継続する一方、暫定政府においては、

２８州問題が進展していないことから、今後、ｉＯ等が反対する

可能性あり 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、検問等の設置による交通規制及びハラスメントに

注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれに

注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２３頁、別紙第３－１） 

    治安事象 

    ８日、ジョングレイ州ボマ周辺において、ＳＰＬＡ（政府軍、代理人

注記）兵士がコブラ部隊１名を殺害。同地域では、ＳＰＬＡとコブラ部

隊の緊張が継続 

   →殺害の背景については不明。現在、コブラ部隊はＳＰＬＡに対する攻

撃を示唆しており、今後、コブラ部隊によるＳＰＬＡに対する報復の可

能性あり。今後、同事案をきっかけとして、衝突拡大の可能性も否定で

きないため、両者の動向に注目 

  (3) 情勢（２／６）（２４頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ボマ（黒塗り、代理人注記） 

   イ 治安事象 

（黒塗り、代理人注記） 

(4) 患者受診状況（３２頁、別紙第５） 

受診患者 １５名（６月９日１８００ｃ～６月１０日１８００ｃ） 
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   ア ９次隊 ９名 

(ア) 隊本部    ５名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (エ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊 ６名  

(ア) 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３４頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

10 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６０９号（平成２８年６月１１日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     キール大統領側とマシャル第１副大統領側の間で意見の対立が

継続しており、今後両者間が改めて協議を実施しない限り、混合

裁判所の設置については進展しないものと思料 

  (イ) 治安事象 

     ＳＰＬＡ兵士によるコブラ部隊兵士の殺害の背景については不

明。現在、コブラ部隊はＳＰＬＡに対する攻撃を示唆しており、

今後、コブラ部隊によるＳＰＬＡに対する報復の可能性あり。今
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後、同事案をきっかけとして、衝突拡大の可能性も否定できない

ため、両者の動向に注目 

  (ウ) その他の情報資料 

（黒塗り、代理人注記） 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、検問等の設置による交通規制及びハラスメントに

注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれに

注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 治安事象 

     ８日、ジョングレイ州ボマ周辺において、ＳＰＬＡ兵士がコブラ部

隊１名を殺害。同地域では、ＳＰＬＡとコブラ部隊の緊張が継続 

    →殺害の背景については不明。現在、コブラ部隊はＳＰＬＡに対する

攻撃を示唆しており、今後、コブラ部隊によるＳＰＬＡに対する報復

の可能性あり。今後、同事案をきっかけとして、衝突拡大の可能性も

否定できないため、両者の動向に注目 

   イ その他の情報資料 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２２頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ピボル（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他の情報資料 

（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（５／６）（２５頁、別紙３－５） 

  ジュバ市内の状況（０７００～１１００） 

  ＳＰＬＡ及び高官車両の大規模な移動は確認できず。引き続き、ＳＰ
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ＬＡとｉＯ等の動向に注視が必要 

(5) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 １７名（６月１０日０８００ｃ～６月１１日０８００ｃ） 

   ア ９次隊  

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊  

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第２施設小隊 ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(カ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３４頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

11 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１０号（平成２８年６月１２日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     統合警察の設置に関しては一定の進捗の兆候が見られるものの、

組織内における部族間の統合に関しては未だ時間を要するものと
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見積もられるため、今その機能発揮には時間を要するものと思料 

  (イ) 治安事象 

     ＳＰＬＡ兵士によるコブラ部隊兵士の殺害の背景については不

明。現在、コブラ部隊はＳＰＬＡに対する攻撃を示唆しており、

今後、コブラ部隊によるＳＰＬＡに対する報復の可能性あり。今

後、同事案をきっかけとして、衝突拡大の可能性も否定できない

ため、両者の動向に注目 

  (ウ) その他の情報資料 

ＳＰＬＡとｉＯによる大規模な戦闘は生起していないものの、第 

３勢力及び食糧不足、牛を巡る争いを要因とした抗争が南スーダン

全域で派生しており、経済状況の悪化及び食糧支援の遅滞が継続し

た場合、更なるＩＤＰが発生する可能性があるとともに、雤季に入

ることから白ナイル川の重要性が増大するものと思料 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、検問等の設置による交通規制及びハラスメントに

注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれに

注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（１９頁、別紙第３－１） 

   ア 治安事象 

     ８日、ジョングレイ州ボマ周辺において、ＳＰＬＡ兵士がコブラ部

隊１名を殺害。同地域では、ＳＰＬＡとコブラ部隊の緊張が継続 

    →殺害の背景については不明。現在、コブラ部隊はＳＰＬＡに対する

攻撃を示唆しており、今後、コブラ部隊によるＳＰＬＡに対する報復

の可能性あり。今後、同事案をきっかけとして、衝突拡大の可能性も

否定できないため、両者の動向に注目 

   イ その他の情報資料 
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ＳＰＬＡとｉＯによる大規模な戦闘は生起していないものの、第  

３勢力及び食糧不足、牛を巡る争いを要因とした抗争が南スーダン全

域で派生しており、経済状況の悪化及び食糧支援の遅滞が継続した場

合、更なるＩＤＰが発生する可能性があるとともに、雤季に入ること

から白ナイル川の重要性が増大するものと思料 

  (3) 情勢（２／６）（２頁、別紙第３－２） 

   ア 図 

①ピボル（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他の情報資料 

（黒塗り、代理人注記） 

(4) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 １４名（６月１１日０８００ｃ～６月１２日０８００ｃ） 

   ア ９次隊  

(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊  

(ア) 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 警備小隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(カ) 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３４頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 
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     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

12 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１１号（平成２８年６月１３日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     統合警察の設置に関しては一定の進捗の兆候が見られるものの、

組織内における部族間の統合に関しては未だ時間を要するものと

見積もられるため、今その機能発揮には時間を要するものと思料。

また、中央エクアトリア南部における緊張が高まっており、今後、

両勢力からの報復と難民の発生、ＳＰＬＭ－ｉＯ野営地の選定の

遅延等に影響が出る可能性があり、暫定政府の動向に注視が必要

である。 

  (イ) その他の情報資料 

第３勢力及び食糧不足、牛を巡る争いを要因とした抗争が南スー

ダン全域で派生しており、経済状況の悪化及び食糧支援の遅滞が継

続した場合、更なるＩＤＰが発生する可能性があるとともに、雤季

に入ることから白ナイル川の重要性が増大するものと思料 

   イ ジュバ市内（３頁） 

ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案、

経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに注意が

必要。また、検問等の設置による交通規制及びハラスメントに注意が必

要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（３頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 本日の活動成果（４頁） 

    方針 

    隊は、現地の情勢変化、ＵＮＭＩＳＳからの指図及びＣＲＦ（陸上自

衛隊中央即応集団、代理人注記）の指揮により施設整地等、文民保護に

資する活動主体に実施するとともに、ＵＮ施設強化整備、ＵＮ施設外に
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おける活動等、人道支援実施のための環境作りの活動を実施した。 

    この際、指揮転移後の速やかな戦力発揮の万全を期すとともに、新Ｆ

Ｃ（ＵＮＭＩＳＳ軍事部門司令官、代理人注記）着任に伴う軍事要員パ

レード準備を完成した。 

(3) 情勢（１／６）（２０頁） 

    和平合意不履行に関する情報 

    １０日、中央エクアトリア州南部のカジョケジにおいて、ＳＰＬＡと

ＳＰＬＡ－ｉＯと主張する武装集団との抗争が生起し、両部隊併せて３

０名程度が死亡。武装集団側の幹部によると、当初、ＳＰＬＡが武装集

団側を攻撃したが、武装集団側が撃退し尐なくとも２０名を殺害、戦車

１両、戦闘車両多数を撃破及び鹵獲（ろかく、代理人注記）した模様 

    住民の被害については、３名が死亡、約１５００名（親とはぐれた子

供数百人を含む）が近郊の学校や教会に避難。 

  (4) 情勢（２／６）（２１頁） 

   ア 図 

①カジョケジ 

 ＳＰＬＡと武装集団との抗争 

   イ 和平合意 

     統合警察の設置に関しては一定の進捗の兆候が見られるものの、組

織内における部族間の統合に関しては未だ時間を要するものと見積も

られるため、今その機能発揮には時間を要するものと思料。また、中

央エクアトリア南部における緊張が高まっており、今後、両勢力から

の報復と難民の発生、ＳＰＬＭ－ｉＯ野営地の選定の遅延等に影響が

出る可能性があり、暫定政府の動向に注視が必要である。 

  (5) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

    受診患者 ２０名（６月１２日１８００ｃ～６月１３日１８００ｃ） 

   ア ９次隊  

(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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    (エ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 派遣警務班  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊  

(ア) 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(オ) 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(カ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(キ) 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３３頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

      ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込ま

れに注意が必要 

13 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１２号（平成２８年６月１４日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

  （黒塗り、代理人注記） 

  (イ) その他の情報資料 

     ワウ地域においては、本年３月以降、ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉ

Ｏ又は武装集団との抗争が散発的に発生（黒塗り、代理人注記）

しており、多数のＩＤＰ（Ｉｎｔｅｒｎａｌｌｙ Ｄｉｓｐｌａ

ｃｅｄ Ｐｅｒｓｏｎ：国内避難民）が同地域一帯に発生してい
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ると見積もられ、雤季に入る前に適切な食糧支援が実施されない

場合、更なるＩＤＰ又は多数の餓死者が発生する可能性あり。 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、検問等の設置による交通規制及びハラスメントに

注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれに

注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（４／６）（２４頁） 

    ジュバ市内の情勢 

     １４日、０２５３頃ＵＮトンピン（日本隊宿営地所在地、代理人注

記）南側市街地方向から発砲音計９発確認、０４１２頃ＵＮトンピン

北西側から１１発の発砲音を確認 

  (3) 情勢（５／６）（２５頁） 

    ジュバ市内の状況（０６３０～１４００） 

    評価 

    ＳＰＬＡ及び高官車両の大規模な移動は確認できず。銃声が聞こえた

周辺、裁判所周辺に関しても警官やＳＰＬＡの集合は見られなかった。

引き続き、ＳＰＬＡ及びＳＰＬＡ－ｉＯ等の動向に注視が必要 

(4) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

受診患者 １４名（６月１３日１８００ｃ～６月１４日１８００ｃ） 

   ア ９次隊  

(ア) 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(エ) 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

    (オ) 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ １０次隊  
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(ア) 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(ウ) 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３３頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争及び射撃による巻き込まれ

に注意が必要 

14 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１３号（平成２８年６月１５日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料。また、カジ

ョケジではＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯを主張する武装集団との抗争が

生起しており注視が必要 

   イ ジュバ市内（３頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／７）（２２頁、別紙３－２） 
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    その他入手した主要な情報資料 

   ア ①（黒塗り、代理人注記） 

   イ ②日時不明、カジョケジにおいてＳＰＬＡの兵士と思われる集団が

市場への略奪行為を実施した模様であり、同地域へ向け周辺地域のＳ

ＰＬＡ部隊が市民の救援のために移動したが、途中で細部不明の武装

集団から伏撃に遭い救援部隊及び伏撃した武装集団の双方に２０名以

上の死者が発生した模様 

  (3) 情勢（３／７）（２３頁、別紙３－３） 

     図 

    ア ①ピボル及びグムルク 

（黒塗り、代理人注記） 

    イ ②カジョケジ 

       ＳＰＬＡによる市場略奪 

(4) 患者受診状況（３２頁、別紙第５） 

受診患者 １名（６月１４日１８００ｃ～６月１５日１８００ｃ） 

     警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３３頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

15 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１４号（平成２８年６月１６日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 
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     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、経済の悪化に伴う窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれ及び市街地における建国記念日に伴う取締りの強化、ハラスメン

トに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／８）（２２頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

   ア ①（黒塗り、代理人注記） 

   イ ②（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（４／８）（２５頁、別紙３－４） 

     図 

    ア ①カジョケジ 

（黒塗り、代理人注記） 

    イ ②ピボル 

      （黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（６／８）（２７頁、別紙３－６） 

  ジュバ市内の情勢 

    １３日０８５５頃、ＵＮＤＰ（国連開発計画、代理人注記）の南スー

ダン人職員がブルクロードにおいて高官車両の通行を妨害したとして交
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通警察に逮捕された模様であり、ＵＮは解放を要求 

(5) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（６月１５日１８００ｃ～６月１６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３６頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１４） 

    (ウ) ブルクロード上でＵＮ職員に対するハラスメント（６／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

16 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１５号（平成２８年６月１７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

   南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと
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思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ Ｃ

ｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び経済

の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込まれに

注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込ま

れ及び市街地における建国記念日に伴う取締りの強化、ハラスメントに

注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／７）（２３頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

   ア ①ＯＣＨＡ（国連人道問題調整事務所、代理人注記）により５月の

人道支援活動を阻害する事象についての報告があり、５月の発生件数

は４月及び２月から３月の平均値より多く、襲撃、ハラスメント、強

盗等が移動間に発生している模様 

   イ ②（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（２４頁、別紙３－４） 

     図 

    ア ①ラジャ攻撃 

    イ ②ワウ 

      （黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（５／７）（２６頁、別紙３－６） 

  ジュバ市内の情勢 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ 評価 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案、及び経済の悪化に伴う治安事象及び窃盗事案等が度々発生してお

り、巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾

への巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰ
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ＬＡからのハラスメントに注意が必要 

  (5) 患者受診状況（３３頁、別紙第５） 

    受診患者 ６名（６月１６日１８００ｃ～６月１７日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３６頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

    (エ) ブルクロード上でＵＮ職員に対するハラスメント（６／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

17 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１６号（平成２８年６月１８日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において
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は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれ及び市街地における建国記念日に伴う取締りの強化、ハラ

スメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／７）（２０頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 ７名（６月１７日１８００ｃ～６月１８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 総括（３６頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生(６／５，１３，１４) 

    (エ) ブルクロード上でＵＮ職員に対するハラスメント（６／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 
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     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

18 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１７号（平成２８年６月１９日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれ及び市街地における建国記念日に伴う取締りの強化、ハラ

スメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 ４名（６月１８日１８００ｃ～６月１９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 総括（３０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 
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    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

    (エ) ブルクロード上でＵＮ職員に対するハラスメント（６／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

19 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１８号（平成２８年６月２０日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大

統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 



42 

 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（５／７）（２３頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ 評価 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

(3) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 ３名（６月１９日１８００ｃ～６月２０日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 総括（３０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４，１６，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

20 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６１９号（平成２８年６月２１日） 
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(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大

統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２１頁、別紙第３－５） 

    和平合意不履行に関する情報 

   ア ①（黒塗り、代理人注記） 

   イ ②（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（２３頁、別紙３－３） 

   図 

   ①カジョケジ及び②トリト（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（５／７）（２５頁、別紙３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

    ２０日２０１８頃、日本隊宿営地北北西方向約０．５～１ｋｍから機
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関銃らしきものの射撃音７～８発を確認、じ後、射撃音なし 

  (5) 患者受診状況（３２頁、別紙第５） 

    受診患者 ６名（６月２０日１８００ｃ～６月２１日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３４頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４，２０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４，１６，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

21 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２０号（平成２８年６月２２日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において
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は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大

統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ７名（６月２１日１８００ｃ～６月２２日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警護班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 総括（３４頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４，２０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４，１６，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による
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事故等への巻き込まれに注意が必要 

22 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２１号（平成２８年６月２３日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣ（文民保護：Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ оｆ 

Ｃｉｖｉｌｉａｎ）サイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事案及び

経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、巻き込

まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込

まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大

統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／８）（２７頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

   ア ＵＮＭＩＳＳがベンティウに所在するＳＰＬＡの幹部４５名に対し、

未成年を兵士として雇用しないように児童保護の教育を実施した模様 

    →国連の施策に対して、ＳＰＬＡが一定の理解を示したものであり、

１５，０００～１６，０００名いると見積もられる尐年兵（資料源：

ＵＮＩＣＥＦ）の今後の解放に注視 

   イ （黒塗り、代理人注記） 
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  (3) 情勢（４／８）（２９頁、別紙第３－４） 

   図 

   ア ①ルンベク 

     夜間外出禁止令発令 

   イ ③タリ及びテレケカ並びに④タンブラ 

     （黒塗り、代理人注記） 

  (4) 患者受診状況（３８頁、別紙第５） 

受診患者 ４名（６月２２日１８００ｃ～６月２３日１８００ｃ） 

ア 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（４０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／５，９，１２，１５，１９，

２０，６／１，１４，２０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１４，１６，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

23 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２２号（平成２８年６月２４日） 

  (1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対 
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する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２２頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 

   ア １９日にリア郡で抗争が生起し、あるｉＯ高官は、ＳＰＬＡがｉＯ

を攻撃したことは和平合意違反としてＳＰＬＡを非難している。 

     ＳＰＬＡ報道官は、リア郡はマシャル氏の出身地であり、今抗争に

ついてはｉＯ側がリア郡へ侵攻するための戦略の一部として攻撃した

ものであると発言 

   イ ２３日、ＪＭＥＣ（合同監視評価委員会、代理人注記）議長は停戦

監視任務の遂行を軍が妨害しているとして、移動規制や活動制限等の

諸制約についてキール大統領を非難 

  (3) 情勢（２／７）（２３頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

②（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２４頁、別紙第３－４） 

   図 
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   ア ①リーア 

     リーア郡での抗争 

   イ ②ワウ 

     （黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（５／７）（２６頁、別紙第３－５） 

   ジュバ市内の情勢 

  ０１１９射撃音、１発 

  ０１３３射撃音、２発 

  ０３２６射撃音、７発（曳光弾あり） 

  ０３２８射撃音、５発 

(6) 患者受診状況（３３頁、別紙第５） 

受診患者 ３名（６月２３日１８００ｃ～６月２４日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３５頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／１２，１５，１９，２０，

６／１，１４，２０，２４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、射撃、薬物利用者による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

24 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２３号（平成２８年６月２５日） 

(1) 情勢 
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   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第２－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

②及び③（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（１９頁、別紙第２－３） 

   図 

   ア ②リーア、ベンティウ、グイ、及びコチ 

     （黒塗り、代理人注記） 

   イ ③カポエタ 

     （黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（５／７）（２１頁、別紙第２－５） 

   （黒塗り、代理人注記） 

(5) 患者受診状況（２８頁、別紙第４） 
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受診患者 ４名（６月２３日１８００ｃ～６月２４日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３５頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／１２，１５，１９，２０，

６／１，１４，２０，２４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２３） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

25 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２４号（平成２８年６月２６日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、政府関係者に対

する給料未払いも継続していることから、治安機関による略奪等の犯

罪が生起し治安状態が悪化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装

集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、暫定政府

及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方において

は十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 
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   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／６）（１８頁、別紙第２－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

ア ②（黒塗り、代理人注記） 

イ ２４日、夕方、ワウにおいてＳＰＬＡと武装集団の間で抗争が生起。

現在はＳＰＬＡがワウを掌握。尐なくとも４名死亡。国連職員に負

傷者はなし。１０００名以上の住民がＰＯＣサイトに避難を求めて

いる模様であるが細部不明 

  (3) 情勢（３／６）（１９頁、別紙第２－３） 

   図 

   ア ②リーア、ベンティウ、グイ、及びコチ 

     （黒塗り、代理人注記） 

   イ ③ワウ 

     ワウで戦闘 

(4) 情勢（５／６）（２１頁、別紙第２－５） 

   （黒塗り、代理人注記） 

(5) 患者受診状況（２７頁、別紙第４） 

受診患者 ６名（６月２５日０８００ｃ～６月２６日０８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（２９頁、別紙第７） 

 ア 情勢（事象） 
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    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／１２，１５，１９，２０，

６／１，１４，２０，２４） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２３） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

26 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２５号（平成２８年６月２７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     キール大統領による３者会談での合意内容への署名拒否は和平

合意の進捗を大幅に遅延させる行為であり、各地域における双方

の緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及

び資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混

合裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 
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   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（２４頁、別紙第２－１） 

    和平合意不履行に関する情報   

    キール大統領は、６月初頭に３者会談により合意に達した、ＳＰＬＡ

－ｉＯの兵舎設立に関する合意及び州境界委員会設立への合意に関する

最終的な決議への署名を拒否した模様 

   →和平合意の履行に対する重大な違反であり、各種協議の土台が崩壊す

ることにより２８州制問題、バハル・アル・ガザル、エクアトリアへの

ｉＯの駐留問題の解決には更に時間を要するものと思料 

  (3) 情勢（３／７）（２６頁、別紙第２－３） 

   図 

②ワウ 

    ワウで戦闘 

(4) 情勢（５／７）（２８頁、別紙第２－５） 

    ２７日０９００頃、通勤中と思われるＳＰＬＡの兵士から交通統制中

の隊員が声をかけられ、金銭を要求される事象が発生 

   →ハラスメントではなく、物乞いのような要求であり、政府等職員の経

済状況はひっ迫しているものと思料 

(5) 患者受診状況（３５頁、別紙第４） 

受診患者 １２名（６月２６日０８００ｃ～６月２７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 



55 

 

エ 第３施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３７頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／１２，１５，１９，２０，

６／１，１４，２０，２３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

27 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２６号（平成２８年６月２８日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、
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暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（２／９）（２６頁、別紙第２－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ＳＰＬＡ－ｉＯ高官は、ジュバの治安悪化の理由について、現在訓練

中である統合警察部隊（Ｊｏｉｎｔ Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｐｏｌｉ

ｃｅ）の設立が遅延していることを挙げ、キール大統領とマシャル第１

副大統領が、統合運用指揮所（Ｊｏｉｎｔ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｃｏ

ｍｍａｎｄ）の主要役職者を指名しただけで、ジュバの治安を統括する

統合運用センター（Ｊｏｉｎｔ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ）

の設立時期について合意していないためだと非難した。 

  (3) 情勢（４／９）（２８頁、別紙２－４） 

その他入手した主要な情報資料 

①乃至④（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（５／９）（２９頁、別紙第２－５） 

   図 

①ワウ、②トリト、③カジョケジ、④ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記） 

(5) 患者受診状況（３８頁、別紙第４） 

受診患者 １３名（６月２７日１８００ｃ～６月２８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第２施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

キ 派遣警務班  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（４０頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（５／１２，１５，１９，２０，

６／１，１４，２０，２３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

28 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２７号（平成２８年６月２９日） 

(1) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい
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ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／９）（２０頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 

 ①（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／９）（２１頁、別紙第３－２） 

   図 

①リーア 

（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（４／９）（２３頁、別紙第３－４） 

 ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

 (5) 情勢（５／９）（２４頁、別紙第３－５） 

   図 

②ワウ及び③ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（７／９）（２６頁、別紙第３－７） 

    ジュバ市内の情勢 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 情勢（８／９）（２７頁、別紙第３－８） 

    ジュバ市内の状況（０６３０～１４００） 

   ア ０７００ 

     ＃３ＰＯＣ南東 射撃音×２ 

   イ 評価 

     ＳＰＬＡ及び高官車両の大規模な移動は確認できず、また、４番交

差点で、交通警察により車両誘導を受け、４番交差点以東に進入でき

ず細部大統領府前の状況不明 

     車両誘導の企図不明であるが、引き続き、ＳＰＬＡ及びＳＰＬＡ－

ｉＯ等の動向に注視 

(8) 患者受診状況（３３頁、別紙第４） 

受診患者 ８名（６月２８日１８００ｃ～６月２９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (9) 総括（３５頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

    (エ) （黒塗り、代理人注記）（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による
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事故等への巻き込まれに注意が必要 

29 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２８号（平成２８年６月３０日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２３頁、別紙第３－１） 

    和平合意履行に関する情報 

 ①及び②（黒塗り、代理人注記） 
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  (3) 情勢（２／７）（２４頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

④及び⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２５頁、別紙第３－３） 

   図 

①ベンティウ、②ヤンビオ、④ワウ及び⑤ボマ 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（５／７）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

３０日０３２０、日本隊宿営地南側５００ｍ以遠から射撃音４発を確 

認、じ後、射撃音なし 

  (6) 患者受診状況（３４頁、別紙第４） 

受診患者 １０名（６月２９日１８００ｃ～６月３０日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３６頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

(ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

(エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による
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事故等への巻き込まれに注意が必要 

30 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６２９号（平成２８年７月１日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

     南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２２頁、別紙第３－１） 

    和平合意履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 
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 →５月１５日におけるＳｕｄａｎ Ｔｒｉｂｕｎｅによる報道以降、 

ＳＰＬＡとｉＯによる抗争については確認されていないが、引き続き

同地域におけるＳＰＬＡとｉＯによる抗争等について注視 

  (3) 情勢（２／７）（２３頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

②及び③（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２４頁、別紙第３－３） 

   図 

②東トゥイック、③リクアンゴル 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（３３頁、別紙第４） 

受診患者 ４名（６月３０日１８００ｃ～７月１日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３５頁、別紙第６） 

 ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

31 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３０号（平成２８年７月２日） 

(1) 情勢 
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 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（１９頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

イ 和平合意不履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

ウ その他入手した主要な情報資料 
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     ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（２０頁、別紙第３－２） 

    図 

ア ①ダブリュアル、リーア、メィエンディット郡 

（黒塗り、代理人注記） 

イ ②カポエタ及び③トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 患者受診状況（２９頁、別紙第４） 

受診患者 ７名（７月１日１８００ｃ～７月２日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 派遣警務隊  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 総括（３１頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

32 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３１号（平成２８年７月３日） 

(1) 情勢 
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   ア 全域（３頁） 

    (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

    (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

       南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／６）（１８頁、別紙第３－１） 

   ア 南スーダン全域の情勢（１） 

 （黒塗り、代理人注記） 

イ 和平合意不履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／６）（１９頁、別紙第３－２） 
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 その他入手した主要な情報資料 

     ア ②、③及び④（黒塗り、代理人注記） 

     イ １日、キール大統領により設立された８名からなる調査機関が

ワウに到着、衝突の調査を開始した模様 

     ウ ＳＰＬＡ兵士による独立記念日のセレブレーションファイアは

禁止されている模様 

      →大規模なセレブレーションファイアが発生する可能性は低いも

のと見積もられるが、市民レベルでの散発的な発生は否定できず

注意が必要 

  (4) 情勢（３／６）（２０頁、別紙第３－２） 

    図 

ア ①ダブリュアル、リーア、メィエンディット郡 

（黒塗り、代理人注記） 

イ ②カポエタ、③トリト及び④ワウ 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（５／６）（２２頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（２８頁、別紙第４） 

受診患者 ６名（７月２日１８００ｃ～７月３日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３０頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 
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    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

33 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３２号（平成２８年７月４日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への
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巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／９）（２３頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／９）（２４頁、別紙第３－２） 

 その他入手した主要な情報資料 

     ③（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／９）（２５頁、別紙第３－３） 

    図 

ア ②ダブリュアル、リーア、メィエンディット郡 

（黒塗り、代理人注記） 

イ ③ワウ 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（５／９）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

   ア ３０日、トンピン地区で強盗を捕まえようとしたＳＰＬＡ兵士が撃

たれて死亡 

     ２日、ジュバ市内のＮＧＯ施設において空き巣により現金とパソコ

ンが盗まれる被害が発生した模様 

    →経済状況の悪化による犯罪が継続しているものと思料 

   イ ２日、カトール地区において、ｉＯの情報幹部が射殺され、ｉＯ側

は、政府側の治安関係者により殺害されたと発言している模様 

    →犯人及び動機等細部不明であるが、緊張を高める行為であり、引き

続き注視 

  (6) 主要装備品等現況（３２頁、別紙第３－１） 

    車両 

    高機動車のフロントカバー損傷（自走可能） 
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(7) 患者受診状況（３７頁、別紙第４） 

受診患者 ９名（７月３日１８００ｃ～７月４日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ５名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (8) 総括（３９頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

34 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３３号（平成２８年７月５日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 



71 

 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元コミュニティ間

の武装集団同士、またはそれらとＳＰＬＡ又は暫定政府との間で

抗争が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政

機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないた

め、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメントに注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２３頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／７）（２４頁、別紙第３－２） 

 その他入手した主要な情報資料 

     ④（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２５頁、別紙第３－３） 

    図 

ア ①リーア及び④トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ ③イエイ 

 武装強盗 

  (5) 情勢（５／７）（２７頁、別紙第３－５） 
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    ジュバ市内の情勢 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（３４頁、別紙第４） 

受診患者 １２名（７月４日１８００ｃ～７月５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ６名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３６頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９，７／２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

35 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３４号（平成２８年７月６日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び

資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 
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   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。また、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ

弾への巻き込まれに注意が必要。併せて、市内の緊張の高まりによる

ＳＰＬＡ及び大統領警護隊からのハラスメント、ラマダン祭及び建国

５周年に伴う市民の動向に注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（２４頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

   イ 和平合意不履行に関する情報 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（２／７）（２５頁、別紙第３－２） 

 その他入手した主要な情報資料 

     ④及び⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２５頁、別紙第３－３） 

    図 

①ニムニ、②リーア、④ンザラ及び⑤ピボル 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（５／７）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（３５頁、別紙第４） 

受診患者 ５名（７月５日１８００ｃ～７月６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３７頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９，７／２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

36 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３５号（平成２８年７月７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗には依然変化が乏しく、各地域における双方の

緊張状態の継続、用地接収に関する地域住民との調整、兵站及び
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資金上の問題にも直面しており、和平合意の完全な履行には混合

裁判所の設立を含めさらに時間を要するものと思料 

   (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、射撃事

案及び、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生しており、

巻き込まれに注意が必要。宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への

巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ

及び大統領警護隊からのハラスメント及び建国５周年に伴う市民の動

向に注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、現地の情勢変化、ＵＮＭＩＳＳからの指図及びＣＲＦ（陸上自

衛隊中央即応集団、代理人注記）の指揮により施設整地等、文民保護に

資する活動主体に実施するとともに、ＵＮ施設強化、整備、ＵＮ施設外

における活動等、人道支援実施のための環境作りの活動を実施する。 

    この際、ＵＮＭＩＳＳ主催の南スーダン建国５周年記念行事（スポー

ツ交流）に参加するとともに、記念行事会場の天幕構築支援を実施し、

信頼関係の醸成を図る。 

  (3) 情勢（１／７）（２１頁、別紙第３－１） 
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    和平合意不履行に関する情報 

  ジュバ期間後、ｉＯの関係者約１３０名以上が逮捕拘留されている

と してｉＯ広報官がＳＰＬＡ及びＮＳＳを非難し、「政府が事態解

決に取り組まなければ、実力行使も辞さない」旨の発言をした模様 

  ＳＰＬＡ側は言及を避け、「６日に両者間で実施される会議の結果

を待つ」と発言をした模様 

  (4) 情勢（３／７）（２３頁、別紙第３－３） 

    図 

②トリト 

    武装強盗 

  (5) 情勢（５／７）（２５頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の情勢 

   ア ４日２１００頃、市内のレストランにおいて３名の武装強盗が金品

強奪した模様 

    →経済の悪化に伴う治安事象及び窃盗事案等が度々発生しており、巻

き込まれに注意が必要 

イ （黒塗り、代理人注記） 

    →９日の独立記念日又は治安状況の悪化に関連した武器検索が市内で

実施されているものと思料され、ＳＯＦＡ違反（兵力地位協定、代

理人注記）への対応には注意が必要 

   ウ 評価 

     ジュバ市内において経済の悪化に伴う治安事象及び窃盗事案等が

度々発生しており、巻き込まれに注意が必要。また、ＰＯＣサイト周

辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれ等に注意が必要であると

ともに、市内の緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大統領警護隊からの

ハラスメントに注意が必要。 

  (6) 患者受診状況（３２頁、別紙第４） 

受診患者 １１名（７月６日１８００ｃ～７月７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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ウ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３４頁、別紙第６） 

 ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認（６／１，１４，２０，２３，３

０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生（６／１３，１４，

１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生（６／５，１３，１

４，２９，７／２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争（６／２６） 

    (オ) 市内において武器検索の兆候（７／６） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要 

     ＰＯＣサイト周辺ではＩＤＰ同士の抗争、薬物利用者、射撃による

事故等への巻き込まれに注意が必要 

  (8) ７月８日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令（３

６頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、現地の情勢変化、ＵＮＭＩＳＳからの指図及びＣＲＦの指揮

により施設整地等、文民保護に資する活動主体に実施するとともに、

ＵＮ施設強化・整備、ＵＮ施設外における活動等、人道支援実施のた

めの環境作りの活動を実施する。 

     この際、ＵＮＭＩＳＳ主催の南スーダン建国５周年記念行事（文化

紹介、フードフェスティバル）に参加し、ＵＮＭＩＳＳ参加各国との

信頼関係の醸成を図る。 

   イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記） 

  (9) 予想シナリオと我に及ぼす影響（５９頁） 

     関係悪化モデル 
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ア ジュバの内戦状態に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

 37 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３６号（平成２８年７月８日） 

(1) 情勢 

   ア ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内でのＳＰＬＡとｉＯとの抗争が生起したことから、宿営

地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれ、市内の緊張の高ま

りによるＳＰＬＡ及び大統領警護隊からのハラスメント及び建国５周

年に伴う市民の動向に注視が必要 

     加えて、ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、

射撃事案、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発生してお

り、巻き込まれに注意が必要。 

   イ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの警

戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

    隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの警

戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

  (4) 情勢（２／１０）（１９頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

②及び③（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（３／１０）（２０頁、別紙第３－３） 

   図 

    ①ベンティウ、③ロンガリオ 

（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（５／１０）（２２頁、別紙３－５） 
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 ア ７日２０００頃から約１５分間３０発以上の発砲音を南西方向から

確認 

（黒塗り、代理人注記） 

 イ ７日２０００頃、グデレ地区のロウクリニック（病院）近傍でＳＰ

ＬＡとｉＯの銃撃が発生 

   ｉＯ側の発表によると、ｉＯ側の兵士を乗せた大統領警護隊が発砲

し銃撃に発展、ＳＰＬＡ側に５名、ＳＳＮＰＳ（南スーダン国家警察、

代理人注記）に３名、ＮＳＳ（国家治安局、代理人注記）に２名の死

者、ｉＯ側に２名の負傷者が発生している模様 

   現在は落ち着いているが、緊張状態は継続中 

（黒塗り、代理人注記） 

 ウ 図に「曳光」 

(7) 情勢（６／１０）（２３頁、別紙第３－６） 

   ジュバ市内の情勢 

  （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 情勢（７／１０）（２４頁、別紙第３－７） 

   ア ジュバ市内の情勢 

     ７日２０５０頃、キール氏とマシャル氏が電話により対談、両部隊

を抑制し、事態の悪化を防ぐことを確認 

（黒塗り、代理人注記） 

     →両勢力の末端の隊員に対する強制力については不明であるが、事

態の沈静化に期待 

   イ 評価 

ジュバ市内において経済の悪化に伴う治安事象、窃盗事案等が度々発

生しており、巻き込まれに注意が必要。また、市内の緊張の高まりによ

るＳＰＬＡとｉＯの抗争への巻き込まれ、ＳＰＬＡ、大統領警護隊から

のハラスメント及び流れ弾には注意が必要 

  (9) 情勢（８／１０）（２５頁、別紙第３－８） 

    評価 

    ジュバ市内においては、多数のＳＰＬＡによる武器検索が各主要な交
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差点等で実施されており、緊張状態が高まっている。 

(10) 患者受診状況（３２頁、別紙第４） 

受診患者計７名（７月７日１８００ｃ～７月８日１８００ｃ） 

   ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   ウ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   エ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (11) 総括（３４頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （６／１，１４，２０，２３，３０，７／７） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （６／５，１３，１４，２９，７／２） 

    (エ) 市内における武器検索の実施（７／６，７，８） 

    (オ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの衝突 

      （７／７） 

    (カ) （黒塗り、代理人注記） 

（７／７） 

   イ 評価 

     ジュバ市内においては、突発的に抗争等が生起する可能性について

は否定できず、巻き込まれに注意が必要であるとともに、宿営地周辺

及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等に注意が必要

である。 

(12) ７月９日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３６頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、警戒レベルの態

勢に基づき、所要の対応を実施する。 
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   イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記） 

  (13) 予想シナリオと我に及ぼす影響（５７頁） 

     関係悪化モデル 

ア ジュバでの内戦状態に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

 38 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３７号（平成２８年７月９日） 

(1) 情勢 

   ア ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内でのＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの抗争が生起したこと

から、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれ、市内の

緊張の高まりによるＳＰＬＡ及び大統領警護隊からのハラスメントに

注視が必要 

     加えて、ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、

両勢力対峙の兆候が確認されていることから、夕方からの一部の勢力

による報復等行動による射撃事案、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗

事案等、巻き込まれに在留邦人の動向を含め注意が必要。 

   イ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの警

戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

    隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの警

戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

  (4) 情勢（１／７）（１６頁、別紙第２－１） 

   ア ８日夕、ジュバにおいてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの間で戦闘が

生起した模様。細部経緯は不明 

     キール大統領及びマシャル第１副大統領は、事態の抑制を呼びかけ
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ている模様 

   イ ８日夕、ジュバにおけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ間の戦闘により、

双方合わせて約１５０名の死傷者が発生している模様 

     ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの両指導者が衝突の回避を働きかけたも

のの、抗争は抑制されておらず、更なる抗争の悪化に注意が必要。 

  (5) 情勢（２／７）（１７頁、別紙第２－２） 

   図  

   ア ①ジュバ 

     ジュバで戦闘 

   イ ジュバにおいてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの間で戦闘が生起して

おり同事象の波及に注視 

(6) 情勢（４／７）（１９頁、別紙２－４） 

   ア ジュバ市内の戦闘に関する状況 

    (ア) １７２７ 宿営地南西方向から射撃音 

    (イ) １７３７ 大統領府方向から煙を確認 

    (ウ) １７４２ 宿営地南東方向から射撃音 

    (エ) １８５５ 対戦車ヘリ２機（Ｈｉ－２４）が大統領府上空を旋

回 

    (オ) １９０６ ビルファムロードをＳＰＬＡ車両×１０が北上 

    (カ) １９０７ ビルファムロード北から南へＴＫ（装甲車、代理人

注記）×１両移動 

    (キ) ２０３０ 曳光弾 計５０発 

      ～２３２７ 宿営地南西及び北方向 

    (ク) ０３３３ 宿営地南方向から射撃音 

   イ 評価 

     大統領府近傍で始まった銃撃が、徐々にジュバ市南西方向（ＵＮハ

ウス方向）へ拡大していった模様 

     夜間においても、散発的な射撃が確認されているが、夜明けから銃

撃が激化する可能性があり注意が必要 

  (7) 情勢（５／７）（２０頁、別紙第２－５） 
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   ア ジュバ市内の戦闘に関する状況 

    (ア) ０４１１ 南西方向 射撃音６発 距離約１ｋｍ以上 

    (イ) ０４１９ 南西方向 射撃音３発 距離約１．５ｋｍ以上 

    (ウ) ０４２５ 南西方向 機関銃らしき射撃音１５発以上 距離約

１ｋｍ以上（曳光弾２発） 

    (エ) ０４２７ 南西方向 射撃音継続 

    (オ) ０４４９ 南西方向 射撃音３発 距離約１ｋｍ 

    (カ) ０７３６ 南西方向 射撃音５発 距離約１ｋｍ 

    (キ) ０８２９ ビルファムロードをＳＰＬＡ車両 

      ～０９５５ １３両南進、２両北進 

   イ 評価 

     １６３７以降射撃に関する情報は報告されていないものの、両勢力

のＵＮハウス近傍における対峙は継続されているものと見積もられ、

夕闇に紛れた報復等が発生する可能性があり注意が必要 

(8) 患者受診状況（２７頁、別紙第４） 

受診患者計２名（７月８日１８００ｃ～７月９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(9) 総括（２９頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （６／１，１４，２０，２３，３０，７／７，８，９） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （６／５，１３，１４，２９，７／２，８，９） 

(エ) 市内における武器検索の実施（７／６，７，８） 

(オ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの衝突 

      （７／７，８，９） 

    (カ) （黒塗り、代理人注記） 
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（７／７） 

   イ 評価 

     ジュバ市内においては、ＳＰＬＡとｉＯによる衝突が生起しており、

巻き込まれに注意が必要であるとともに、宿営地周辺及び市街地にお

ける射撃による流れ弾、ハラスメント等に注意が必要である。 

(10) ７月１０日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３１頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの

警戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

   イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記）、宿営地警備レベル（黒塗り、

代理人注記） 

  (11) 予想シナリオと我に及ぼす影響（４６頁） 

     関係悪化モデル 

ア ジュバでの衝突激化に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

 39 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３８号（平成２８年７月１０日） 

(1) 情勢 

   ア 和平合意関連（３頁） 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘によ

り、さらに時間を要するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内でのＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘が生起したこと

から、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれ、市内で

の突発的な戦闘への巻き込まれに注意が必要 

     加えて、ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、

両勢力による戦闘が確認されていることから、朝方からの一部の勢力

による報復等行動による射撃事案、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗

事案等、巻き込まれに在留邦人の動向を含め注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 
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     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、人道支援実施のための環境作りの活動及び各種整備を実施し、

装備品等の稼働率の維持・向上を図る。状況により、ＵＮＭＩＳＳの警

戒レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

    隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（１／６） 

   ア ８日夕、ジュバにおけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの間で戦闘に

よりＳＰＬＡ約９０名、ＳＰＬＡ－ｉＯ約３７名、民間人約２５名が

死亡した模様 

     キール大統領及びマシャル第１副大統領は、事態の抑制を呼びかけ

ている模様 

     大規模な衝突は発生していないものの散発的な銃声は確認されてお

り、今後も報復の可能性は否定できず注意が必要 

   イ ９日、朝、イェイにおいてＳＰＬＡの兵舎が何者かによって襲撃さ

れ、ＳＰＬＡ側の兵士が１名負傷した模様 

    →ジュバでの衝突との関連性については不明であるが、引き続き南ス

ーダン全域への波及に注視 

(5) 情勢（２／６） 

    図 

ア ①ジュバ 

ジュバで戦闘 

イ ジュバにおいてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯによる衝突が生起してお

り同事象の波及に注視 

  (6) 情勢（４／６） 

ア ジュバ市内の戦闘に関する状況（９日） 

    (ア) ９日２０５２頃、宿営地南東方向から射撃音が観測され、以降

散発的な射撃音が観測された 

    (イ) ９日２０５６頃、射撃音１発 
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    (ウ) ９日２０５２頃、射撃音１発 

２１２３頃、曳光弾１発（無音） 

２１３１頃、曳光弾１発（無音） 

         ２３０８頃、１～２ｋｍ爆発音 

   イ 評価 

     ２３０８以降射撃に関する情報は報告されていないものの、（黒塗

り、代理人注記）されているものと見積もられ、引き続き注意が必要。 

  (7) 情勢（５／６） 

ア ジュバ市内の戦闘に関する状況（１０日） 

 (ア) １０日 １１０６頃日本対宿営地南側トルコビル周辺でＳＰＬ

ＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの銃撃戦が発生 

（黒塗り、代理人注記） 

    (イ) 図 

       ＵＮハウス近傍での「戦闘の生起」 

   イ 評価 

     両勢力のトンピン地区及びＵＮハウス近傍における戦闘は継続して

おり、引き続き注意が必要 

(8)  患者受診状況（２６頁、別紙第４） 

受診患者計０名（７月９日１８００ｃ～７月１０日１８００ｃ） 

 (9) 総括（２８頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （６／１，１４，２０，２３，３０，７／７，８，９，１０） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （６／５，１３，１４，２９，７／２，８，９） 

    (エ) 市内における武器検索の実施（７／６，７，８） 

    (オ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの衝突 

      （７／７，８，９） 
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    (カ) （黒塗り、代理人注記） 

（７／７） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯによる衝突が生

起しており、巻き込まれに注意が必要であるとともに、宿営地周辺及

び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等に注意が必要で

ある。 

  (10) ７月１１日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３０頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記）この際、（黒塗り、

代理人注記）に移行する。 

   イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記）、宿営地警備レベル（黒塗り、

代理人注記） 

  (11) ジュバ市内衝突事案について（４３頁、別紙第１２） 

   ア ０８３０ｃＵＮトンピン地区南西１５０ｍ付近でＳＰＬＡ車両が何

者かによって襲撃を受けた模様。じ後、砲迫含む銃撃戦に発展 

   イ １６１５ｃジュバ市内各所で衝突が発生し緊張状態、ＵＮハウス地

区のＩＤＰ（国内避難民、代理人注記）は約２０００名 

  (12) 予想シナリオと我に及ぼす影響（４６頁） 

     関係悪化モデル 

ア ジュバでの衝突激化に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

 40 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６３９号（平成２８年７月１１日） 

  (1) 情勢 

   ア 和平合意関連（３頁） 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘によ

り、さらに時間を要するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市内でのＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘が生起したこと

から、宿営地周辺での射撃事案に伴う流れ弾への巻き込まれ、市内で
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の突発的戦闘への巻き込まれに注意が必要 

     加えて、ジュバ市内、特にＰＯＣサイトを含むＵＮハウス周辺では、

両勢力による戦闘が確認されていることから、朝方からの一部の勢力

による報復等行動による射撃事案、経済の悪化に伴う治安事象、窃盗

事案等、巻き込まれに在留邦人の動向を含め注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記）に移行する。 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記）に移行する。 

  (4) 情勢（１／６）（別紙１－５） 

   ア 和平合意履行に関する情報 

    (ア) ＪＭＥＣ（合同監視評価委員会、代理人注記）は南スーダンの

速やかな停戦を要請した模様 

(イ) 国連安保理は今回の戦闘の責任者を裁くよう主張し、市民及び

国連職員にたいして攻撃した行為は戦争犯罪であると強調 

→今戦闘に対する国際社会からの評価及び対処は厳しいものにな

っているものの、（黒塗り、代理人注記）ものと思料 

   イ 和平合意不履行に関する情報 

（黒塗り、代理人注記） 

   ウ その他入手した主要な情報資料 

①乃至④（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（２／６）（別紙１－５） 

    キール大統領が１１日１８００停戦命令によりＳＰＬＡ側はセレブレ

ーションファイアを実施 

    ＳＰＬＡ－ｉＯ側については、統制がとれないことから、断続的な戦

闘は継続するものと思料 

  (6) 情勢（３／６）（別紙第２－５） 

    ①トリト、②ラニャ、③テレケカ、④ボル 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 情勢（５／６）（２０頁、別紙４－５） 

    ジュバ市内の戦闘に関する状況（１１日） 

   ア ０６３５以降、ビルファムストリート沿いを中心にＵＮトンピン（自

衛隊宿営地所在地、代理人注記）周辺、ジョン・ギャラン霊廟及地区

一体において戦闘が生起 

   イ ＳＰＬＡ兵士が（黒塗り、代理人注記）している模様を確認 

   ウ １７３０現在も散発的な射撃が継続中 

   エ 流れ弾には注意が必要 

   オ 評価 

     １８００、キール大統領は停戦を宣言した模様。しかし、両勢力間

での抗争の可能性は継続するため、引き続き注意が必要 

  (8) 患者受診状況（２６頁、別紙第４） 

受診患者計０名（７月１０日１８００ｃ～７月１１日１８００ｃ） 

  (9) 総括（２８頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （６／１，１４，２０，２３，３０，７／７，８，９，１０，１１） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （６／５，１３，１４，２９，７／２，８，９，１０，１１） 

    (エ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (オ) （黒塗り、代理人注記） 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     宿営地周辺及び市街地における射撃による流れ弾、ハラスメント等

に注意が必要である。 

     また、ＵＮハウス及びＵＮトンピンへの避難民の流入、ＵＮハウス
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及びＵＮトンピン周辺での衝突（以下略）等に注意が必要 

  (10) ７月１２日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３０頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記）この際、（黒塗り、

代理人注記）に移行する。 

   イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記）、宿営地警備レベル（黒塗り、

代理人注記） 

  (11) ジュバ市内衝突事案について（４３頁、別紙第１２） 

   ア 事案の概要 

    (ア) （黒塗り、代理人注記）近傍にて砲迫含む銃撃戦 

    (イ) （黒塗り、代理人注記）頃、（黒塗り、代理人注記）に弾着（黒

塗り、代理人注記）が負傷 

    (ウ) （黒塗り、代理人注記）頃、（黒塗り、代理人注記）が攻撃 

    (エ) （黒塗り、代理人注記）激しい銃撃戦 

    (オ) （黒塗り、代理人注記）にてＴＫ（装甲車、代理人注記）射撃

含む激しい銃撃戦 

    (カ) １３１０ｃ宿営地５、６時方向で激しい銃撃戦 

    (キ) １３１５ｃ宿営地南方向距離２００トルコビル付近に砲弾落下 

  (12) 予想シナリオと我に及ぼす影響（５０頁） 

     関係悪化モデル 

ア ジュバでの衝突激化に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

41 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４０号（平成２８年７月１２日） 

  (1) 情勢 

ア 和平合意関連（３頁） 

   和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘によ

り、さらに時間を要するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性は否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 
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     また、ＵＮハウス及びＵＮトンピンへの避難民の流入、ＵＮハウス

及びＵＮトンピン周辺での抗争（中略、代理人注記）等への巻き込ま

れ及びＳＰＬＡによるＩＤＰ（国内避難民、代理人注記）に対する攻

撃等に注意が必要 

ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、情勢変化に伴い（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

隊は、急な情勢変化に対応しつつ、状況により宿営地内の一斉検索を

実施し、各種施設、車両等の点検を実施して、じ後の活動に万全を期す

る。 

  (4) 情勢（１／６）（１６頁、別紙２－１） 

    １１日１５００にキール大統領とマシャル副大統領による停戦合意が

締結 

    ジュバ市内に展開したＳＰＬＡとｉＯとの間で偶発的に抗争が生起す

る可能性があり、注意が必要であるとともに、今後、逐次に市内の検問

が減尐すると見積もられＵＮＭＩＳＳパトロールの状況等に注視 

  (5) 情勢（２／６）（１７頁、別紙第２－２） 

    ①及び② 

（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（３／６）（１８頁、別紙第２－３） 

    ①ジュバ、②リーア、ルブコナ、トリト及びカジョケジ 

（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 情勢（５／６）（２０頁、別紙第２－５） 

ジュバ市内の戦闘に関する状況（１２日） 

ア 今後もＵＮ施設近辺で偶発的に戦闘が生起する可能性があり、流れ

弾には注意が必要であるとともに、本日の（黒塗り、代理人注記）に

ついては細部不明であるが、同様の事象が今後も発生する可能性があ

り注意が必要 
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イ 評価 

  ＵＮ施設への（黒塗り、代理人注記）避難民の受け入れ及び（黒塗

り、代理人注記）による周辺の治安状況、衛生環境の悪化又はＳＰＬ

ＡによるＵＮ施設法網への攻撃には引き続き注意が必要 

  (8) 患者受診状況（別紙第４） 

    受診患者計７名（７月１１日１８００ｃ～７月１２日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

(9) 総括（２８頁、別紙第６） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２） 

    (エ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (オ) （黒塗り、代理人注記） 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性は否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     また、ＵＮハウス及びＵＮトンピンへの避難民の流入、ＵＮハウス

及びＵＮトンピン周辺での衝突（以下略）等に注意が必要 

(10) ７月１３日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３０頁、別紙第７－１） 

   ア 隊は、急な情勢変化に対応しつつ、状況により宿営地内の一斉検索
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を実施し、各種施設、車両等の点検を実施して、じ後の活動に万全を

期する。 

イ 警備レベル（黒塗り、代理人注記）、宿営地警備レベル（黒塗り、

代理人注記） 

  (11) ジュバ市内衝突事案について（４４頁、別紙第１２） 

   ア 事案の概要 

     射撃の状況 

     １５１４ｃ、５時方向（黒塗り、代理人注記）射撃音以外、宿営地

周辺射撃音なし 

   イ 図 

     ０７２０ｃ 

     戦闘は生起していないものの散発的なＭＧ（マシンガン、代理人注

記）射撃音 

  (12) 予想シナリオと我に及ぼす影響（５０頁） 

     関係悪化モデル 

ア ジュバでの衝突激化に伴うＵＮ活動の停止 

イ 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

42 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４１号（平成２８年７月１３日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる
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武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性は否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     また、ＵＮハウス及びＵＮトンピンへの避難民の流入、ＵＮハウス

及びＵＮトンピン周辺での抗争、薬物使用者による事故等への巻き込

まれ及びＳＰＬＡによるＩＤＰに対する攻撃等に注意が必要であると

ともに、市内における略奪等も発生しており在留邦人の動向を含め注

意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、急な情勢変化に対応しつつ、状況により宿営地内の一斉検索を

実施し、各種施設、車両等の点検を実施して、じ後の活動に万全を期す

る。 

    また、状況等によりＵＮトンピン内のＵＮ施設強化・整備及び人道支

援を実施する。 

  (3) 情勢（１／７）（１７頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意履行に関する情報 

    (ア) ＪＭＥＣ（合同監視評価委員会、代理人注記）は暫定政府に和

平合意履行の姿勢を見せるように要求し、暫定立法議会設立の促

進と両勢力の兵舎建設地域を分けるように提案した模様 

    (イ) １２日、ＩＧＡＤ（政府間開発機構、代理人注記）臨時サミッ

トがケニヤにおいて開催され、南スーダン政府に対し速やかな停

戦履行及び部隊撤収を要求する声明発表を行った模様 

   イ 和平合意不履行に関する情報 

       １２日朝、ｉＯ高官によると、ワウ南部においてＳＰＬＡとＳＰＬ
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Ａ－ｉＯ間での戦闘が生起した模様（規模、損害不明）であるが、Ｓ

ＰＬＡ広報官はこれを否定 

  (4) 情勢（２／７）（１８頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ②乃至⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（３／７）（１９頁、別紙第３－３） 

   ア 図 

    (ア) ①ワウ 

      ＳＰＬＡとｉＯ間での戦闘 

    (イ) ②上ナイル州、③リーア、④ユアイ及びグムルク、⑤トリト 

   （黒塗り、代理人注記） 

イ 評価 

 (ア) 和平合意 

    和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘 

により、さらに時間を要するものと思料 

    (イ) その他の事象 

       南スーダンのＳＰＬＡ－ｉＯ側勢力圏における活動が活発化し

てきており、ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思

料 

  (6) 情勢（５／７）（２１頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況（１２日） 

   ア 夜間に散発的な射撃音が確認されるものの、大規模な戦闘は発生し

ていない 

    →今後もＵＮ施設近辺での偶発的な戦闘が生起する可能性があり、流

れ弾には注意が必要であるとともに、本日のＳＰＬＡの侵入の企図に

ついては細部不明であるが、同様の事象が今後も発生する可能性があ

り注意が必要 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

   ウ 評価 

     ＵＮ施設への（黒塗り、代理人注記）避難民の受入れ及び（黒塗り、
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代理人注記）による周辺の治安状況、衛生環境の悪化又はＳＰＬＡに

よるハラスメントには注意が必要 

  (7) 情勢（６／７）（２２頁、別紙第３－６） 

     ジュバ市内の状況（１３日） 

ア （黒塗り、代理人注記） 

イ 評価 

     ＵＮ施設への（黒塗り、代理人注記）避難民の受入れ及び（黒塗り、

代理人注記）による周辺の治安状況、衛生環境の悪化には注意が必要 

  (8) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 １０名（７月１２日１８００ｃ～７月１３日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (9) 総括（３０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２，１３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８，７／１２） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２） 

    (エ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (オ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （６／２６，７／１２） 

    (カ) 市内において武器検索の実施 

     （７／６，７，８） 
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    (キ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (ク) ＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性は否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     ＵＮ職員に対してのハラスメント、市内における略奪等も発生して

おり注意が必要である。 

  (10) ７月１４日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３２頁、別紙第８－１） 

   ア 隊は、急な情勢変化に対応しつつ、状況により宿営地内の一斉検索

を実施し、各種施設、車両等の点検を実施して、じ後の活動に万全を

期する。 

     また、状況により文民保護に資する活動としてＩＤＰキャンプ汚物

処理施設構築、人道支援実施のための環境作りの活動としてＵＮトン

ピン内のＵＮ施設強化・整備及び宿営地整備を実施する。 

   イ 活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

(ア) 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

   ウ 宿営地警備 レベル（黒塗り、代理人注記） 

  (11) 予想シナリオと我に及ぼす影響（５５頁） 

   ア ２０１６．７ 

     ジュバ戦闘 

   イ 関係悪化モデル 

    (ア) ジュバでの衝突激化に伴うＵＮ活動の停止 

    (イ) 武力衝突・（黒塗り、代理人注記）に伴う、活動の制限 

43 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４２号（平成２８年７月１４日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 
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  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪

は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市街における（黒塗り、代理人注記）に注意が必要であると

ともに、ＵＮ施設へのＳＰＬＡ－ｉＯ側勢力を含む避難民の受入れ及

びＳＰＬＡの侵入による周辺の治安状況、衛生環境の悪化には注意が

必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 本日の活動成果（５頁） 

    隊は、急な情勢変化に対応しつつ、状況により宿営地内の一斉検索を

実施し、各種施設、車両等の点検を実施して、じ後の活動に万全を期す

る。 

     また、状況により文民保護に資する活動としてＩＤＰキャンプ汚物

処理施設構築、人道支援実施のための環境作りの活動としてＵＮトン

ピン内のＵＮ施設強化・整備及び宿営地整備を実施する。 

  (3) 情勢（１／７）（１８頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 
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    ア ①（黒塗り、代理人注記） 

      イ １３日、国連安全保障理事会において「キール大統領及びマシャ

ル第１副大統領が和平合意履行を妨げたこと」に対する制裁措置を

ＰＫＯ事務局長が呼びかけた模様 

  (4) 情勢（２／７）（１９頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    １３日、赤十字はジュバにおいて遺体回収を始めた模様 

    →住民の被害解明と衛生環境の改善に寄与するものと思料 

  (5) 情勢（３／７）（２０頁、別紙第３－３） 

    図 

    ①リーア 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（４／７）（２１頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市外の情勢 

 ジュバに駐屯していたＳＰＬＡ－ｉＯはクジュール山麓のサイト１、    

２を放棄し、同地域周辺及びイェイロードへ一帯に分散している模様 

 ＳＰＬＡは、イェイロードとグデレロード沿いに防御態勢を整えて

いる模様 

→ジュバ市内においては、大規模な戦闘の可能性は低下するものの、

ＳＰＬＡ－ｉＯ残党狩り等で散発的な戦闘が生起する可能性及びジュ

バ市郊外で戦闘が生起する可能性があり今後の動向に注視 

  (7) 情勢（５／７）（２２頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況（１４日） 

   ア 昼間の射撃音が確認されておらず、市内での抗争や小競り合いに 

関する情報も確認されていない。ビルファム道路の交通量も増え、市

民は普段の生活に戻りつつあるが、（黒塗り、代理人注記） 

     ＵＮＭＩＳＳ警戒レベルは（黒塗り、代理人注記）を継続 

   イ 評価 

     市街地におけるＳＰＬＡによる一般市民に対する略奪等が発生して

おり治安の悪化に注意が必要 
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     加えて、ＵＮ施設への（黒塗り、代理人注記）避難民の受入れ及び

（黒塗り、代理人注記）による周辺の治安状況、衛生環境の悪化には

注意が必要 

  (8) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

    受診患者 １１名（７月１３日１８００ｃ～７月１４日１８００ｃ） 

   ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   エ 第１施設小隊 ６名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

   オ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (9) 総括（３０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２，１３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８，７／１２） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２） 

    (エ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (オ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （６／２６，７／１２） 

    (カ) 市内において武器検索の実施 

     （７／６，７，８） 

    (キ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (ク) ＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的 
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な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     ＵＮ職員に対してのハラスメント、市内における略奪等も発生して

おり注意が必要である。 

  (10) ７月１５日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３２頁、別紙第８－１） 

   ア 隊は、急な情勢変化に対応しつつ、宿営地整備を実施し、宿営地機

能の向上を図る。 

     また、状況により人道支援実施のための環境作りの活動として、Ｕ

Ｎトンピン内の道路整備、給水活動等を実施する。 

   イ 活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

(ア) 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

(イ) 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

   ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

44 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４３号（平成２８年７月１５日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダン全域で経済状況の悪化は継続しており、市民生活に

直結している模様。政府関係者に対する給料未払いも継続してい

ることから、治安機関による略奪等の犯罪が生起し治安状態が悪

化する可能性があるものと思料 

     南スーダンの北部及び南部地方において、地元の者と思われる

武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で抗争が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は

地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪
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は継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市街における（黒塗り、代理人注記）に注意が必要であると

ともに、ＵＮ施設へのＳＰＬＡ－ｉＯ側勢力を含む避難民の受入れ及

びＳＰＬＡの侵入によるＵＮ施設内を含む周辺の治安状況、衛生環境

の悪化には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

(2) 情勢（１／６）（１９頁、別紙第３－１） 

    和平合意不履行に関する情報 

    キール大統領はＵＮ及び近隣諸国のこれ以上の派兵を拒否した模様。

一方、ケニアで開催されたＩＧＡＤ会議においてＩＧＡＤ事務局長

は、南スーダンを支援するために追加派兵が必要と意見を表明 

  (3) 情勢（２／６）（２０頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

②③④及び⑥（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／６）（２１頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ②リーア、③ユアイ、④ムンドリ及び⑥イエイ 

  （黒塗り、代理人注記） 

 イ ⑤ＳＰＬＡとｉＯの小規模な戦闘 

 ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

  (5) 情勢（５／６）（２３頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（７月１４日１８００ｃ～７月１５日１８００ｃ） 
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ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３０頁、別紙第７）  

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２，１３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８，７／１２，１４） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２） 

    (エ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (オ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （７／１２，１３） 

    (カ) 市内において武器検索の実施 

     （７／６，７，８） 

    (キ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (ク) ＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     ＵＮ職員に対してのハラスメント、市内における略奪等も発生して

おり注意が必要である。 
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  (8) ７月１６日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３２頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

45 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４４号（平成２８年７月１６日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料 

     また北部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団

とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が過去に生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地

方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は

継続するものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     ジュバ市街における（黒塗り、代理人注記）に注意が必要であると

ともに、ＵＮ施設へのＳＰＬＡ－ｉＯ側勢力を含む避難民の受入れ及

びＳＰＬＡの侵入によるＵＮ施設内を含む周辺の治安状況、衛生環境

の悪化には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必要 

  (2) 情勢（１／７）（１９頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意履行に関する情報 
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       １５日、マーシャル氏は自身への攻撃はキール氏が画策したもの

だとして、キール氏が提案する会談に対しては、他国軍の元で身の

安全が確保されない限り応じない模様 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     １４日、ＳＰＬＡ及び住民はＷＦＰ倉庫を略奪、２２０，０００人

の１ヶ月分の食料相当を運びだし、一部はグデレ２市場で売買されて

いる模様。ＳＰＬＡについては、ＳＰＬＡ－ｉＯの軍需物資がＷＦＰ

にあるとの情報から作戦として略奪した模様 

  (3) 情勢（２／７）（２０頁、別紙３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

   ア 赤十字は軍関係者死者は６００人程度とし、現在遺体はティーチン

グ病院、軍病院へ運んでいるとするも、腐敗や野犬による遺体の損傷

が激しく、遺体の埋葬場所を探している模様 

イ ④（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２１頁、別紙３－３） 

    ⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（４／７）（２２頁、別紙第３－４） 

    図 

    ア ①ジュバ 

      ＷＦＰ倉庫略奪 

    イ ④トリト及び⑤ジュバ 

  （黒塗り、代理人注記） 

 イ ⑤ＳＰＬＡとｉＯの小規模な戦闘 

 ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   (6) 情勢（６／７）（２４頁、別紙第３－６） 

    ア ジュバ市内の状況 



106 

 

（黒塗り、代理人注記） 

    イ １４日１９５０、ＷＦＰの倉庫がＳＰＬＡ及び住民によって略奪、

一部がグデレ地区で販売 

  (7) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 １２名（７月１５日１８００ｃ～７月１６日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ６名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (8) 総括（３２頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２，１３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８，７／１２，１４） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 

    (エ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (オ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （７／１２，１３） 

    (カ) 市内において武器検索の実施 

     （７／６，７，８） 

    (キ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (ク) ＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等 

（７／７，１０，１１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的
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な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     市内における略奪等も発生しており注意が必要である。 

  (9) ７月１７日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３４頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

46 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４５号（平成２８年７月１７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が過去に生起しており、暫定政府及

び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方におい

ては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

ものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態にあるとともに、市内各所で略奪等が生起

しており、市内の通行は可能であるが危険を伴うものと思料。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い
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への巻き込まれ等に注意が必要 

(2) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

 ①（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（１９頁、別紙３－３） 

    ⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（４／７）（２２頁、別紙第３－４） 

    図 

    ア ①リーア 

      （黒塗り、代理人注記） 

 イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   (5) 情勢（６／７）（２１頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

   (6) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 ２名（７月１６日１８００ｃ～７月１７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３０頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) 宿営地周辺より射撃音を確認 

     （７／７，８，９，１０，１１，１２，１３） 

    (イ) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （６／１３，１４，１８，７／１２，１４） 

    (ウ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 
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    (エ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (オ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （７／１２，１３） 

    (カ) 市内において武器検索の実施 

     （７／６，７，８） 

    (キ) ジュバ市内におけるＳＰＬＡとｉＯの衝突 

      （７／７，８，９，１０，１１） 

    (ク) ＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等 

（７／７，１０，１１） 

 (ケ)  （黒塗り、代理人注記） 

       （７／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     市内における略奪等も発生しており注意が必要である。 

  (8) ７月１８日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３２頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

47 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４６号（平成２８年７月１８日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 
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  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が過去に生起しており、暫定政府及

び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方におい

ては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

ものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態にあるとともに、市内各所で略奪等が生起

しており、市内の通行は可能であるが危険を伴うものと思料。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（１／７）（１９頁、別紙第３－１） 

 ア 和平合意履行に関する情報 

   １７日、キール大統領はマシャル第１副大統領に対し、ジュバへ 

帰還して職務を果たせないのならば、副大統領のポジションを他のＳ 

ＰＬＭ－ｉＯメンバーと交代させる旨の最後通告をした 

   イ 和平合意不履行に関する情報 

ＳＰＬＡ－ｉＯ報道官のジェームズ氏は、「キール大統領が警護隊を

差出し、マシャル第１副大統領を保護することは信用できない。現在、

キール氏大統領はジュバ市内をコントロールできていない。第３の勢力

による安全保障を要求する」旨を発言 

  (3) 情勢（２／７）（２０頁、別紙３－２） 

    ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２１頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ①ルブクウェイ及び②ウロル 



111 

 

      （黒塗り、代理人注記） 

 イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   (5) 情勢（５／７）（２３頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

   (6) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 ７名（７月１７日１８００ｃ～７月１８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 司令部幕僚  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３２頁、別紙第７） 

 ア 情勢（事象） 

    (ア) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （７／１２，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 

    (ウ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （７／１２，１３） 

    (カ) （黒塗り、代理人注記） 

     （７／１６） 

    イ 情勢（評価） 

      ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発

的な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能



112 

 

性は否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

      市内における略奪等も発生しており注意が必要である。 

  (8) ７月１９日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３４頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

48 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４７号（平成２８年７月１９日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ＳＰＬＡによる動員及び軍事行動も確認できることから、ジュバ

での戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北部及び

南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬＡ又は

暫定政府との間で戦闘が過去に生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪も常態化しているこ

とから市内での活動には注意が必要であるとともにＳＰＬＡによる犯

罪の対象となるＩＤＰの動向にも注視が必要 
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   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（１／７）（１８頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

 ア １７日、大統領報道官は、「マシャル第１副大統領は、第３勢力に

よる警護を要求しているが、既にＵＮは１２，０００の兵士をジュバ

に展開しているため、そのような要求は受け入れられない」と発言 

 イ １８日、キール大統領は、ケニア大統領によるＵＮＭＩＳＳ増員の

姿勢に対し遺憾の意を示した。これに対し、マシャル第１副大統領は

歓迎している模様 

  →ＵＮＭＩＳＳの増強は、南スーダン政府との間に新たな緊張関係を

生起させつつあるものと思料 

  (3) 情勢（２／７）（１９頁、別紙３－２） 

    ①、③、④及び⑥（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（２０頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ①クアジョク、③ボル、④ムンドリ及び⑥ジュバ 

      （黒塗り、代理人注記） 

    イ ②リーア 

      戦闘事象 

    ウ ⑤ユアイ 

      空爆予告 

 エ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ 

  (5) 情勢（５／７）（２２頁、別紙第３－５） 
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     ジュバ市内の状況 

    ア （黒塗り、代理人注記） 

    イ クジュール山周辺では、ＰＯＣサイトから食糧の買い出しに出 

たＩＤＰがＳＰＬＡ兵士による暴行を白昼から日常的に受けている

模様 

→ジュバ市内におけるＳＰＬＡによる暴力は常態化している模様 

    ウ １６日頃、２台の給水車がＵＮキャンプに向け前進中のところ、

武装した兵士にカージャックされ車両が奪われた模様 

  (6) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（７月１８日１８００ｃ～７月１９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３２頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （７／１２，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 

    (ウ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （６／２６，７／１２，１３） 

    (オ) （黒塗り、代理人注記）  

       （７／１６） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的
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な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     市内における略奪等も発生しており注意が必要である。 

  (8) ７月２０日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３３頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

49 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４８号（平成２８年７月２０日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     １１日、キール大統領及びマシャル副大統領による再合意があ

ったものの、和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両

勢力の戦闘により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が過去に生起しており、暫定政府及

び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方におい

ては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

ものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ
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ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（１／７）（１７頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

   ア １９日、ＳＰＬＡ－ｉＯ報道官は、ＳＰＬＡが停戦を破りマシャル

氏を殺害しようとムンドリのＳＰＬＡ－ｉＯを攻撃したとして非難。

また、マシャル氏はムンドリ地域にはおらず、第３軍によりジュバで

の安全が確保されたのならばジュバへ帰還するであろうと発言 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

   ウ ＳＰＬＡ広報官によると、マシャル第１副大統領を罷免し新たな第

１副大統領を擁立するように、ｉＯに要求している模様 

  (3) 情勢（２／７）（１８頁、別紙３－２） 

    ③乃至⑥（黒塗り、代理人注記） 

  (4) 情勢（３／７）（１９頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ①ムンドリ 

      ＳＰＬＡとｉＯの戦闘 

    イ ③マラカル、④ボル、⑤ニムレ及び⑥ベンティウ 

      （黒塗り、代理人注記） 

    ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ 

  (5) 情勢（５／７）（２１頁、別紙第３－５） 
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    ジュバ市内の状況    

ア ７／１７～１８にかけて、ＵＮハウスのＰＯＣサイトから外出 

した女性２７名がＳＰＬＡと思われる兵士により暴行を受けた模

様 

 →ジュバ市内でのＳＰＬＡと思われる兵士による暴力は常態化し

ている模様 

イ （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（７月１９日１８００ｃ～７月２０日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３２頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （７／１２，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 

    (ウ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （６／２６，７／１２，１３） 

    (オ) （黒塗り、代理人注記）  

     （７／１６） 

    (カ) デモの実施 

     （７／２０） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的
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な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     市内において反ＵＮに結びつくデモが実施され、参加者の暴徒化又

はＩＤＰの過剰な反応は確認できなかったものの、ＳＰＬＡ内で反Ｕ

Ｎ感情が増長している可能性があり注意が必要である。 

  (8) ７月２１日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令

（３２頁、別紙第８－１） 

    活動警備レベル（ＵＮトンピン内） 

ア 警備小隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

イ 活動部隊 レベル（黒塗り、代理人注記） 

ウ 宿営地警備 （黒塗り、代理人注記） 

50 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６４９号（平成２８年７月２１日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい
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状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ

ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（２／７）（２１頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

 ア 北バハル・アル・ガザル州に所在するＳＰＬＡ－ｉＯ指揮官及び１，

５００名の兵士は、「和平合意を遵守しないマシャル氏とともに戦う

ことはできない。」として、ＳＰＬＡに加入することを表明 

   イ ③、④及び⑥（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（２２頁） 

    図 

    ア ①アウェイル 

      ＳＰＬＡ－ｉＯの離反 

    イ ⑤イコトス 

ＳＰＬＡによる報復 

ウ ③カポエタ、④パラジョク、⑥ムンドリ 

      （黒塗り、代理人注記） 

    ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

  (4) 情勢（５／７）（２４頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（７月２０日１８００ｃ～７月２１日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３２頁、別紙第７） 

   ア 情勢（事象） 

    (ア) ジュバ市街地におけるハラスメントの発生 

     （７／１２，１４） 

    (イ) ＵＮハウス周辺において、射撃事案が発生 

     （７／２，８，９，１０，１１，１２，１６） 

    (ウ) ワウにおける戦闘 

     （７／１２） 

    (エ) リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争 

     （６／２６，７／１２，１３） 

    (オ) リーアのＮＧＯ施設で略奪 

     （７／１６） 

    (カ) デモの実施 

     （７／２０，２１） 

   イ 情勢（評価） 

     ジュバ市街においては、停戦合意は履行されているものの、偶発的

な戦闘の可能性及び今後ジュバ市周辺における戦闘の再発の可能性は

否定できず、巻き込まれに注意が必要である。 

     市内において反ＵＮに結びつくデモが実施され、参加者の暴徒化又

はＩＤＰの過剰な反応は確認できなかったものの、ＳＰＬＡ内で反Ｕ

Ｎ感情が増長している可能性があり注意が必要である。 

51 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５０号（平成２８年７月２２日） 
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(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ

ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（１／７）（１９頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  大統領報道官は、２１日から４８時間以内にマシャル氏がジュバへ来 

るように強調 

 →２２日中にマシャル氏がジュバへ現れなかった場合、副大統領を罷免
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されるものと見積もられ、新たな第１副大統領の任命は、新たな対立構

造を生起させるものと思料 

(3) 情勢（２／７）（２０頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ②乃至④（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（３／７）（２１頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ②マラカル、③レンク、クアジョク、ルンベク、④ボル 

      （黒塗り、代理人注記） 

    イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

  (5) 情勢（５／７）（２３頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者 １０名（７月２１日１８００ｃ～７月２２日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 総括（３２頁、別紙第７－１） 

  情勢（事象） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１実施（レンク、クアジョク、ルンベク） 
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イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 

     エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１２，１４ ラニャでの戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 

  (8) 活動の分析及び評価（３３～３４頁） 

    ア 活動 

(ア) 宿営地活動 （黒塗り、代理人注記）    

(イ) ＵＮトンピン活動 （黒塗り、代理人注記）   

(ウ) ＵＮハウス活動 （黒塗り、代理人注記）  

(エ) ＵＮハウス（ＰＯＣサイト付近での活動）  

（黒塗り、代理人注記） 

(オ) ジュバ市内の活動及び通行 （黒塗り、代理人注記）  

(カ) ジュバ郊外の活動 （黒塗り、代理人注記）  

イ 総括 

  ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発

生が確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する

可能性が高い 

  また、ジュバ市内においては反ＵＮ感情が一部において高まってい

る事からハラスメント及びデモへの遭遇には注意が必要 

52 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５１号（平成２８年７月２３日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘
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により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ

ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

  (2) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ①②③⑤及び⑥（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 情勢（３／７）（１９頁、別紙第３－３） 

    図 

    ア ①パジュート、②ワウ、③ベンティウ、⑤アウェイル、⑥マラカ

ル 

      （黒塗り、代理人注記） 

    イ 「戦闘」マーク 
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   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

  (4) 情勢（５／７）（２１頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 １名（７月２２日１８００ｃ～７月２３日１８００ｃ） 

 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 総括（３０頁、別紙第７－１） 

  情勢（事象） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２実施 

（レンク、クアジョク、ルンベク、アウェイル） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 

     エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１２，１４ ラニャでの戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 

  (7) 活動の分析及び評価（３２頁） 

     評価（総括） 

  ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発
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生が確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する

可能性が高い 

  また、ジュバ市内においては反ＵＮ感情が一部において高まってい

る事からハラスメント及びデモへの遭遇には注意が必要 

53 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５２号（平成２８年７月２４日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ

ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 
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  (2) 情勢（２／７）（１９頁、別紙第３－２） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ３０以上の国際的な市民団体が、安保理に対し「南スーダンへの武器

禁輸に関する請願書」を提出 

  (3) 情勢（３／７）（２０頁、別紙第３－３） 

    図 

     「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

  (4) 情勢（５／７）（２２頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 ２名（７月２３日１８００ｃ～７月２４日１８００ｃ） 

ア 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（３１頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２実施 

（レンク、クアジョク、ルンベク、アウェイル） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 
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     エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１２，１４ ラニャでの戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 

  (7) 総括（３４頁） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては反ＵＮ感情が一部において高まっている

事からハラスメント及びデモへの遭遇には注意が必要 

54 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５３号（平成２８年７月２５日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ
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ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

(2) 情勢（５／７）（２７頁、別紙第３－５） 

     ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (3) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ８名（７月２４日１８００ｃ～７月２５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (4) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２実施 

（レンク、クアジョク、ルンベク、アウェイル） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 

     エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１２，１４ ラニャでの戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 
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  (5) 総括（３９頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては反ＵＮ感情が一部において高まっている

事からハラスメント及びデモへの遭遇には注意が必要 

55 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５４号（平成２８年７月２６日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       南スーダンのｉＯ側勢力圏における活動が活発化してきており、

ジュバでの戦闘事象の影響が出始めているものと思料。また、北

部及び南部地方において、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬ

Ａ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２

８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十

分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと

思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であり、ＳＰＬＡによる略奪、暴行等の犯罪から保護を求めるＩ

ＤＰの動向に注視が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 
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     宿営地周辺における射撃による流れ弾及びＩＤＰ同士の小競り合い

への巻き込まれ等に注意が必要であるとともに疾病に注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／７）（１８頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  キール大統領は、ＳＰＬＭ－ｉＯからの推薦としてマシャル第１副大 

統領を罷免し、タバン・デン・ガイ氏を第１副大統領に任命する大統領

令を発令 

(3) 情勢（２／７）（１９頁、別紙３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

①乃至④（黒塗り、代理人注記）  

(4) 情勢（３／７）（２０頁、別紙第３－３） 

 図 

 ①パラジョク、②ルンベク、③ワウ、ブンジ、④ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記）  

(5) 情勢（５／７）（２２頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    ＳＰＬＡが今回の戦闘で使用した、不発弾となりそうなものは、ＲＰ

Ｇ７、迫撃砲弾、ロケット、対戦車榴弾及び手榴弾 

  (6) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者 ４名（７月２５日１８００ｃ～７月２６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３１頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  
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７／１９，２０，２１，２２、２５実施 

（レンク、クアジョク、ルンベク、アウェイル、ブンジ、トリ

ト、ワウ） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 

     エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１２，１４ ラニャでの戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 

  (8) 総括（３４頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発するとともに、反

ＵＮ感情が一部において高まっている事からハラスメント及びデモへの

遭遇には注意が必要 

56 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５５号（平成２８年７月２７日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

により、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州においてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ

の戦闘が発生、南部地方においては、地元の者と思われる武装集

団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政
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府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続

するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されてお

り、ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維

持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／９）（１８頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ＵＮ：今回の第１副大統領の交代は和平合意を侵害するものとして警

告 

(3) 情勢（２／９）（１９頁、別紙３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

 ア ①、②及び④（黒塗り、代理人注記） 

 イ ２６日、西バハル・アル・ガザル州バガリにおいて、現地ＳＰＬＡ

－ｉＯ指揮官は政府軍と交戦し、知事を拘束、政府軍兵士１７００名

がＳＰＬＡ－ｉＯに加わったと発言 
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(4) 情勢（３／９）（２０頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①パゲリ、②ピボル、④ゴクマチャル 

（黒塗り、代理人注記）  

   イ ③バガリ  

     ＳＰＬＡ－ｉＯ占拠 

   ウ「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

(5) 情勢（５／９）（２２頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記）  

  (6) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

受診患者 ８名（７月２６日１８００ｃ～７月２７日１８００ｃ） 

ア 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３３頁、別紙第７－１） 

   ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２、２５実施 

（レンク、クアジョク、ルンベク、アウェイル、ブンジ、トリ

ト、ワウ） 

   イ ＵＮハウス 流れ弾  
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７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開（黒塗り、代理人 

注記）  

   ウ ジュバ市内 ハラスメント 

（黒塗り、代理人注記）  

       ７／２０ 反ＵＮデモ 

    エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       （黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９ ムンドリでの戦闘 

    オ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (8) 総括（３６頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発するとともに、反

ＵＮ感情が一部において高まっている事からハラスメント及びデモへの

遭遇には注意が必要 

57 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５６号（平成２８年７月２８日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州においてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ

の戦闘が発生、南部地方においては、地元の者と思われる武装集

団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政

府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続
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するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されてお

り、ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維

持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／８）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記）  

(3) 情勢（２／８）（２３頁、別紙３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

  ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①ムンドリ、②ヤンビオ、カポエタ、③ピボル 

（黒塗り、代理人注記）  

   イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 
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   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

(5) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記）  

  (6) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ９名（７月２７日１８００ｃ～７月２８日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３３頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２、２５、２６実施 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       （黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

     エ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (8) 総括（３６頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が
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高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要 

58 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５７号（平成２８年７月２９日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州においてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ

の戦闘が発生、南部地方においては、地元の者と思われる武装集

団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政

府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続

するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は一部平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の

閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい

状態であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されてお

り、ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維

持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 
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     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（２／９）（２２頁、別紙３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

  ア ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

  イ 南スーダン外務省はＵＮ職員の入国に関して一部制限すると発表。

入国３日前に事前通告しなければ、ジュバ空港においてビザ等の

発行はしない模様 

(3) 情勢（３／９）（２３頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①トリト、②ベンティウ 

（黒塗り、代理人注記）  

   イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

(4) 情勢（５／９）（２５頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    ア （黒塗り、代理人注記） 

    イ ジュバ市内において、ＵＮの増派及び内政干渉への反対、ＵＮＭ

ＩＳＳの派遣期間延長に関するデモが開催され、明日も実施される

予定  

  (5) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 
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受診患者 ５名（７月２８日１８００ｃ～７月２９日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (6) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 流れ弾 

  ７／２６ ジュバ市内の状況は改善傾向 

エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       （黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

     オ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (7) 総括（３９頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要  

59 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５８号（平成２８年７月３０日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 



141 

 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州においてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ

の戦闘が発生、ユニティ州から西方（リアジョク）にＳＰＬＡ－

ｉＯの大規模な部隊が移動した模様、南部地方においては、地元

の者と思われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が

生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の

治安統治能力は地方においては十分に発揮できていないため、報

復又は一般犯罪は継続するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されており、

ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維持に

は注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／６）（１７頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料  

  ア ①（黒塗り、代理人注記） 

(3) 情勢（２／６）（１８頁、別紙第３－２） 

 図 



142 

 

 ア ①ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記）  

   イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

(4) 情勢（４／６）（２０頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（７月２９日１８００ｃ～７月３０日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (6) 情勢（２９頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 流れ弾 

  ７／２６ ジュバ市内の状況は改善傾向 

エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       （黒塗り、代理人注記）  
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       ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

     オ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (7) 総括（３２頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要  

60 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６５９号（平成２８年７月３１日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州及びジュバ～イェイ道沿いにおいて

ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘が継続、ユニティ州においてＳ

ＰＬＡ－ｉＯの内部分裂に伴う部隊が移動した模様、南部地方に

おいては、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府

との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２８州制に基づく

新州行政機関の治安統治能力は地方においては十分に発揮できて

いないため、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されており、
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ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維持に

は注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／７）（１７頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ２９日、マシャル氏は電話インタビューで「我々は今までにないほど

団結しており、ジュバを奪取する準備はできている。和平合意の履行は

第３者部隊の介入なしでは達成できない。」旨の発言をした模様 

(3) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

  ア ２８日、西バハル・アル・ガザルのバガリにおいて、２５日以降

継続していたＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘は現地反政府勢力

の支援を得たＳＰＬＡ－ｉＯの優勢につき、ＳＰＬＡが撤退をして

いる模様 

  イ ジュバ―イェイ道沿いのジュバからラニャの間において、ＳＰＬ

ＡとＳＰＬＡ－ｉＯの間で激しい戦闘が行われている模様 

    また、２８日にはルリ近傍で砲迫射撃を含む戦闘が発生した模様 

  ウ ③（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（３／７）（１９頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①バガリ  

   ＳＰＬＡ撤退 
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 イ ①イェイ、ルリ 

   ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘 

ウ ②ベンティウ 

（黒塗り、代理人注記）  

   エ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

(5) 情勢（４／７）（２０頁、別紙第３－４） 

  ジュバ市外の状況 

  ２８日、ルリでＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘 

(6) 情勢（５／７）（２１頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

ア （黒塗り、代理人注記） 

イ ＵＮハウス近傍で「射撃音」の文字 

  (7) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者 ０名（７月３０日１８００ｃ～７月３１日１８００ｃ） 

 (8) 情勢（３０頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  
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ウ ジュバ市内 流れ弾 

  ７／２６ ジュバ市内の状況は改善傾向 

エ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       （黒塗り、代理人注記）  

       ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

       ７／２９，３０ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

       ７／２８ ルリ付近での戦闘 

     オ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（３３頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要  

61 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６０号（平成２８年８月１日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州、上ナイル州及びジュバ～イェイ道

沿いにおいてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘が継続、ユニティ

州においてＳＰＬＡ－ｉＯの内部分裂に伴う部隊が移動した模様、

南部地方においては、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬＡ又

は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２８州

制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十分に

発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 
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       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されており、

ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維持に

は注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、＃３ＰＯＣサイト周辺においては日中でも射撃が発生してい

ることから近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／８）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意履行に関する情報 

  ３１日、ＪＭＥＣは会議を実施し、キール大統領に対し、マシャル氏

への攻撃を中止し、和平合意の履行へと舵をとることを要求 

(3) 情勢（２／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料  

 ア ジュバ―イェイ道沿い、ジュバ―ムンドリ道沿い、ジュバ北西部で

ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの間に戦闘が生起している模様 

 イ ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①ジュバ、ルリ、イェイ 

   ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘 



148 

 

イ ②ナシール及び③マラカル 

（黒塗り、代理人注記）  

   ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

(5) 情勢（４／８）（２５頁、別紙第３－４） 

  ジュバ市外の状況 

ジュバ―イェイ道沿い、ジュバ―ムンドリ道沿い、ジュバ北西部でＳ

ＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの間に戦闘が生起している模様  

(6) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ４名（７月３１日１８００ｃ～８月１日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

  ア 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 
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（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 流れ弾 

  ７／２６ ジュバ市内の状況は改善傾向 

エ ジュバ市内 ハラスメント 

  ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人 注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

       ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

       ７／２９，３０ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

     カ ジュバ郊外 ハラスメント 

   （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要  

62 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６１号（平成２８年８月２日） 

(1) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による暫定立法議会議長の一方的な指名により、

さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       西バハル・アル・ガザル州、上ナイル州及びジュバ～イェイ道

沿いにおいてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘が継続、ユニティ

州においてＳＰＬＡ－ｉＯの内部分裂に伴う部隊が移動した模様、

南部地方においては、地元の者と思われる武装集団とＳＰＬＡ又

は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫定政府及び新２８州
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制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方においては十分に

発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに、市内におけるコレラ患者の発生が報道されており、

ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環境の維持に

は注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内

での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺における射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送に伴う小競り

合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(2) 情勢（１／８）（２１頁、別紙第３－１） 

 ア 和平合意履行に関する情報 

   ３１日、ＪＭＥＣのグループ会議がスーダンの首都ハルツームにお

いて開催され、南スーダンでの紛争解決について議論し、①先般の武

力紛争の調査、②文民保護と安全保障の確約、③敵対行為の停止及び

停戦の保証④和平合意の完全履行、⑤第３者部隊の配置の推奨、⑥Ｃ

ＴＳＡＭＭに対する移動の自由の保障等の要望事項を採択 

 →ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘を抑止するような内容でないため、

両者の戦闘が継続するものと思料 

イ 和平合意不履行に関する情報 

 (ア) ①（黒塗り、代理人 注記） 
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 (イ) ２日、ＳＰＬＡ－ｉＯの報道官は、「ジュバ周辺のＳＰＬＡとＳ

ＰＬＡ－ｉＯとの戦闘後、ジュバ～イェイ、ジュバ～ムンドリ、

ジュバ～カテギリの間はＳＰＬＡ－ｉＯの掌握下にあり、ジュバ

へ第３者による部隊が配置されなければ、ＳＰＬＡ－ｉＯ部隊は

ジュバへ前進がいつでもできる状態にある。」と発言 

(3) 情勢（２／８）（２２頁、別紙第３－２） 

  ③（黒塗り、代理人 注記） 

  →全国的な戦闘事象の波及に注視 

(4) 情勢（３／８）（２３頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①ルリ、イェイ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ ②ナシール及び③カテギリ 

ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘 

   ウ ③ナシール 

（黒塗り、代理人注記）  

   エ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

(5) 情勢（５／８）（２５頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 
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   ア １日、２３５８頃、北方向５００ｍ射撃音４発 

     ２日、００１８頃、北方向１０００ｍ射撃音３発 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（３３頁、別紙第５） 

受診患者 ６名（８月１日１８００ｃ～８月２日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３５頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２ 近傍での射撃（夜間） 

イ 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人 注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (8) 総括（３９頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が
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確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

63 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６２号（平成２８年８月３日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名、国際社会の南スーダンへの介入に対する強い反発（中

略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込ま

れ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活



154 

 

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（１／８）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  入国管理局が発表した入国規制により１００人を超える国連職員がＶ

ＩＳＡの発行拒否やパスポートを返してもらえず、入国拒否や強制出国

させられた模様 

 →今後も同様のハラスメントや意図的な業務の遅延が発生する可能性 

(4) 情勢（２／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  ①（黒塗り、代理人 注記） 

  →全国的な戦闘事象の波及に注視 

(5) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 
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      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、リーア、ナシール 

(6) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人 注記） 

イ ２日２３３７、宿営地西側、距離不明、ＨＭＧ（重機関銃、代理人

注記）射撃音４～６発 

３日０２０３、宿営地西側、距離不明、射撃音２発 

     →流れ弾に注意 

  (7) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者 ３名（８月２日１８００ｃ～８月３日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２ 近傍での射撃（夜間） 

イ 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人 注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 
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（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認されており巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能性が

高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

64 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６３号（平成２８年８月４日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名、国際社会の南スーダンへの介入に対する強い反発（中

略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続するものと思料 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 
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     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込ま

れ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（２／９）（２３頁、別紙第３－２） 

  ①乃至④（黒塗り、代理人 注記） 

(4) 情勢（３／９）（２４頁、別紙３－３） 

  ⑤（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（４／９）（２５頁、別紙第３－４） 

 図 

 ア ②リーア 

   ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘 

イ ①マラカル、③マグウィ、④テレケカ、⑤ベンティウ 

（黒塗り、代理人注記） 

ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 
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   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、リーア、ナシール 

(6) 情勢（６／９）（２７頁、別紙第３－６） 

    ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人 注記） 

イ ４日１２４０頃にビルファムロード、１３００頃にジュバイェイロ

ードを西進するトレーラー２台（各戦車１両積載）されているのを

確認 

     →イェイ、ラニャ方向への増援と思料 

  (7) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者１２名（８月３日１８００ｃ～８月４日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ７名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２ 近傍での射撃（夜間） 

イ 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、
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代理人 注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

65 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６４号（平成２８年８月５日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名、国際社会の南スーダンへの介入に対する強い反発（中

略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一
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般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込ま

れ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き

込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（１／８）（２４頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①（黒塗り、代理人 注記） 

(4) 情勢（２／８）（２５頁、別紙３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ②乃至⑦（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（３／８）（２６頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①及び②ヤンビオ、③及び④トリト、⑤ブンジ、⑥ナシール、⑦パ

ジュート 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 
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   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、リーア、ナシール 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

(6) 情勢（５／８）（２８頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

   ア ４日１９２２頃にビルファムロードをトレーラー２台（各戦車１両

積載）の北進を確認 

     →昼間確認された戦車と同様の戦車であるかどうか不明であるが、

ジュバ北部の戦闘と併せて、引き続き注視 

   イ ５日軍用ヘリの動きが活発化（１３００まで、１０機の往来を確認） 

     →（略）今後も引き続きジュバ郊外での戦闘が継続する可能性を示

唆するものと思料 

(7) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者１４名（８月４日１８００ｃ～８月５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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カ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人 注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては一部地域で犯罪が頻発している事から流

れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

  (10) ８月６日施設活動等実施に関する南スーダン派遣施設隊行動命令 

     （４４頁、別紙第８－１） 

     イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、移動間を含め流れ
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弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。 

66 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６５号（平成２８年８月６日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、外国人による商店の閉鎖

による物資の減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態

であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込ま

れ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、反ＵＮ感情に起因するデモへの巻き
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込まれや略奪等に起因する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、移動間を含め流れ弾

及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。 

(4) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＩＤＰの移動に留意

して、各種活動を実施する。 

(5) 情勢（１／７）（２０頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  （黒塗り、代理人 注記） 

(6) 情勢（２／７）（２１頁、別紙第３－２） 

 図 

 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、リーア、ナシール 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

(7) 情勢（４／７）（２３頁、別紙第３－４） 
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    ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ ６日０４１５頃、南西方向５００ｍ射撃音５発 

(8) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

受診患者２名（８月５日１８００ｃ～８月６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３３頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

７／１９，２０，２１，２２，２５，２６，２９実施 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (10) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一
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部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

67 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６６号（平成２８年８月７日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環

境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が
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必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれや略奪等に起因

する流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては日中でも射撃が発生していること

から近傍での活動には警戒が必要 

(3) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、流れ弾及びＩＤＰの

移動に留意して、各種活動を実施する。 

(4) 情勢（１／７）（１７頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ①（黒塗り、代理人 注記） 

(5) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第３－２） 

 図 

ア ①ピボル 

（黒塗り、代理人注記）  

イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 
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      ８／５ ブンジ 

(6) 情勢（４／７）（２０頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(7) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者１２名（８月６日１８００ｃ～８月７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 派遣警務班  １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（２９頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  
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  (9) 総括（３３頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

68 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６７号（平成２８年８月８日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環

境の維持には注意が必要。 
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     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれには注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3)  本日の活動予定（５頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。 

(5) 情勢（２／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  和平合意履行に関する情報 

  ①乃至⑤（黒塗り、代理人 注記） 

(6) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

ア ①イェイ、②及び③ベンティウ、④ヤンビオ、⑤ボル 

（黒塗り、代理人注記）  

イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 
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      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ 

      ８／７ イェイ 

(7) 情勢（４／８）（２５頁、別紙第３－４） 

ジュバ郊外においてはマシャル氏に対するＳＰＬＡによる攻撃と見

られる戦闘が確認されており、郊外での活動には重大な影響を及ぼすと

ともに、戦闘地域のジュバ方向への移動に注視が必要 

(8) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(9) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者３名（８月７日１８００ｃ～８月８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、
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代理人注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

69 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６８号（平成２８年８月９日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して
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おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環

境の維持には注意が必要。 

     反ＵＮ感情がＳＰＬＡ内で高まる可能性があり、ジュバ市内での活

動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれには注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動予定（５頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。 

(5) 情勢（１／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  和平合意履行に関する情報 

 ア ①（黒塗り、代理人注記） 

 イ 上記戦闘において、ＳＰＬＡ－ｉＯ側はＳＰＬＡによる攻撃である

としているが、南リエク州（２８州制）広報官はＳＰＬＡ－ｉＯ内で
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のマシャル氏支持派とタバン氏支持派の小競り合いであると発言 

 ウ ③及び⑤（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／８）（２４頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ⑦乃至⑩（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２５頁、別紙第３－３） 

 図 

ア ①ヤンビオ、③マヤンディッド、⑤ナシール、⑦イエイ、⑧トリト、

⑨ジュバ～ボル、⑩ジュバ～テレケカ 

（黒塗り、代理人注記）  

イ ②ルブグウェイ 

  ＳＰＬＡ－ｉＯと武装集団の戦闘 

ウ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、マヤンディッド 

      ８／７ イェイ 
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      ８／８ ナシール 

  (8) 情勢（４／８）（２６頁、別紙第３－４） 

ア （黒塗り、代理人注記）  

   イ ジュバ郊外、特に南部及び北部の白ナイル川東岸においては戦闘が

確認されており、郊外での活動には重大な影響を及ぼすとともに、戦

闘地域のジュバ方向への移動に注視が必要 

(9) 情勢（５／８）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(10) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者８名（８月８日１８００ｃ～８月９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ５名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３７頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 
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カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４１頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

70 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６６９号（平成２８年８月１０日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも
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に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環

境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれには注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動予定（５頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動にお

ける流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。 

(5) 情勢（１／８）（２４頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

 ア ①（黒塗り、代理人注記） 

 イ ９日、ナシールに「おけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘は継続

しており、ＳＰＬＡ－ｉＯ側から１１日１７００までに降伏しなけれ

ば、徹底的に攻撃するという最後通牒が送られた模様 

 ウ ＳＰＬＡ－ｉＯ側広報官によると、８日中央エクアトリア州ラス、

９日同州イェイにおいてＳＰＬＡによる攻撃によりＳＰＬＡ－ｉＯと

の戦闘が生起し、両地域共にＳＰＬＡ－ｉＯの掌握下にある模様 

  →ラニャ～イェイ周辺においては、ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘

が継続しており、戦闘地域については、南部国境方向に移動してい

る模様 

(6) 情勢（２／８）（２５頁、別紙第３－２） 

  ④乃至⑥（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２６頁、別紙第３－３） 
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 図 

ア ①ナシール、④リーア、⑤ルブグウェイ、⑥イエイ 

（黒塗り、代理人注記）  

イ ②ヤンビオ 

  ＳＰＬＡとＳＳＰＰＦ（南スーダン人民愛国戦線、代理人注記）の

戦闘 

ウ ③イエイ 

  ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘 

エ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、マヤンディッド 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

  (8) 情勢（４／８）（２７頁、別紙第３－４） 

ア ＳＰＬＡ－ｉＯ側報道官によると、９日、ジュバ～イエイロード上
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のラニャ近郊においてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘が生起した模

様 

   イ ジュバ郊外、特に南部及び北部の白ナイル川東岸においては戦闘が

確認されており、郊外での活動には重大な影響を及ぼすとともに、戦

闘地域のジュバ方向への移動に注視が必要 

(9) 情勢（５／８）（２８頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(10) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者７名（８月９日１８００ｃ～８月１０日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第３施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１，９ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 
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  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４１頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

71 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７０号（平成２８年８月１１日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等への巻き込まれ及び衛生環



181 

 

境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれには注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動予定（５頁） 

イエイ道沿い及びグデレ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、Ｕ

Ｎハウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を

実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

グデレ道沿い及びイエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、Ｕ

Ｎハウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を

実施する。 

(5) 情勢（１／７）（２３頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／７）（２４頁、別紙第３－２） 

  ③及び⑤（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／７）（２５頁、別紙第３－３） 

 図 

ア ①ロコン、②イエイ、③ルブグウェイ、⑤クアジョク 

（黒塗り、代理人注記）  

イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 
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   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、マヤンディッド 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

  (8) 情勢（５／７）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

   ア（黒塗り、代理人注記） 

   イ １１日０２３２頃、ムヌキ方向１ｋｍ以上４発 

     １１日０２４９頃、トンピン方向１ｋｍ以上１０発以上 

     １１日０２５４頃、トンピン方向１ｋｍ以上４発 

    →宿営地においては、引き続き夜間の流れ弾に注意が必要 

(9) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月１０日１８００ｃ～８月１１日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１ 近傍での射撃（夜間） 
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イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１，９ ジュバ～ラニャにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたことから、イェ

イ道及びグデレ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要 

72 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７１号（平成２８年８月１２日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 
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  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む直接的なハラスメント

が発生しており注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ及びＳＰＬＡに

よる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動予定（５頁） 

グデレ道及びイエイ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハ

ウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施

する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 
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イエイ道及びグデレ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハ

ウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を実施

する。 

(5) 情勢（１／８）（２３頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／８）（２４頁、別紙第３－２） 

  ③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２５頁、別紙第３－３） 

 図 

ア ①ラフォン、②ナシール、③クアジョク、④ヤンビオ 

（黒塗り、代理人注記）  

イ 「戦闘」マーク 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、マヤンディッド 

      ８／７ イェイ 
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      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

  (8) 情勢（５／８）（２７頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(9) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者５名（８月１１日１８００ｃ～８月１２日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

エ ジュバ市内 反ＵＮデモ  

（黒塗り、代理人注記）  

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

      ７／１３，１７，１９，２１ ムンドリでの戦闘 

      ７／２９，３０，３１，１，９，１０ ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－４） 
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    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から流れ弾には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

73 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７２号（平成２８年８月１３日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデート（委任された権限、代理人注記）の修正に併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも
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に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動予定（５頁） 

イエイ道及びグデレ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮ

ハウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を

実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

イエイ道及びグデレ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハ

ウス活動における流れ弾に留意して、各種活動を実施する。 

(5) 情勢（１／９）（２３頁、別紙第３－１） 

  和平合意履行に関する情報 

  ＳＰＬＡによるマシャル氏支持ＳＰＬＡ－ｉＯへの攻撃及びＳＰＬＡ

－ｉＯ内での衝突が生起する可能性 

(6) 情勢（２／９）（２４頁、別紙第３－２） 

  ①乃至③（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／９）（２５頁、別紙第３－３） 

  ④乃至⑥（黒塗り、代理人注記） 

(8) 情勢（４／９）（２６頁、別紙第３－４） 

 図 

ア ①ピボル、②ロボノク、③及び⑥ヤンビオ、④ナシール、⑤リーア 

（黒塗り、代理人注記）  

イ 「戦闘」マーク 



189 

 

   ７／１１ ジュバ、トリト 

   ７／１２ ワウ 

   ７／１３ イエイ、ムンドリ、リーア 

   ７／１４ ナシール 

   ７／１７ ムンドリ、パラジョク、リーア 

   ７／１９ ムンドリ 

   ７／２１ ムンドリ 

      ７／２６ バガリ 

      ７／２８ イェイ 

      ７／２９ バガリ 

      ７／３１ ジュバ、ルリ、イェイ 

      ８／２ バガリ、ナシール 

      ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、マヤンディッド 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

  (9) 情勢（５／９）（２８頁、別紙第３－６） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(10) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月１２日１８００ｃ～８月１３日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  
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７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ（国連人道問題調整事務所、代理人注記）職員

に対する（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４２頁、別紙第７－４） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

74 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７３号（平成２８年８月１４日） 



191 

 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正に併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 
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(3) 本日の活動予定（５頁） 

イエイ道及びグデレ道沿いでの戦闘状況を注視するとともに、ＵＮ

ハウス活動における流れ弾及びＩＤＰの移動に留意して、各種活動を

実施する。  

(4) 情勢（４／７）（２３頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(5) 患者受診状況（３１頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月１３日１８００ｃ～８月１４日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (6) 情勢（３３頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３ 近傍での射撃（夜間） 

イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 
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（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (7) 総括（３７頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

75 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７４号（平成２８年８月１５日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 
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       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正に併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 明日の活動予定（７頁） 

修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩ

ＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(4) 情勢（１／６）（１７頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料 

ア ①（黒塗り、代理人注記） 

イ ②マシャル氏側の報道官によると、ＳＰＬＡ－ｉＯは各地からのジ

ュバへと至るすべての経路を封鎖し、ジュバを制圧すると発言。ジュ

バ～ムンドリ感を完全制圧、ジュバ北西部を掌握、ジュバ南西部のロ

ボノクを閉鎖、ジュバ～ボル間の道路を封鎖、ジュバ～トリ間、ジュ

バ～ニムレ間の道路を近く閉鎖すると発言 

(5) 情勢（２／６）（１８頁、別紙第３－２） 

 図 
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 ア ①トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／１ イエイ 

   ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ 

(6) 情勢（４／６）（２０頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ スーダン空軍と思われる戦闘機の離発着 

(7) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者７名（８月１４日１８００ｃ～８月１５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（２９頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 
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 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（３３頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

76 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７５号（平成２８年８月１６日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 
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  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正に併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩ

ＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  
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   (4) 明日の活動予定（７頁） 

修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩ

ＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(5) 情勢（１／９）（２４頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／９）（２５頁、別紙第３－２） 

    ④乃至⑧（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／９）（２６頁、別紙第３－３） 

    その他入手した主要な情報資料 

⑨（黒塗り、代理人注記） 

(8) 情勢（４／９）（２７頁、別紙第３－４） 

 図 

 ア ①リーア、②ムンドリ、④ロボノク、⑤マリディ、⑥エゾ、⑦トリ

ト、   ⑧ラフォン、⑨クアジョク 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／１ イエイ 

   ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

(9) 情勢（６／９）（２９頁、別紙第３－６） 

    ジュバ市内の状況 
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   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ １６日０２１４～０４２２頃、ＵＮトンピンから南側１ｋｍ以上の

距離で射撃音３回 

(10) 患者受診状況（３７頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月１５日１８００ｃ～８月１６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３９頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 
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  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４３頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

77 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７６号（平成２８年８月１７日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正に併せてデモ及びハラスメント注意が必要 
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   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩ

ＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

   (4) 明日の活動予定（７頁） 

修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩ

ＤＰの移動に留意して、各種活動を実施する。  

(5) 情勢（２／１０）（２５頁、別紙第３－２） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①乃至④（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／１０）（２６頁、別紙第３－３） 

    その他入手した主要な情報資料 

⑤及び⑥（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（４／１０）（２７頁、別紙第３－４） 

 図 

 ア ①マラカル、②及び③ナシール、④マリディ、⑤トリト、⑥ヤンビ
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オ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／１ イエイ 

   ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

(8) 情勢（６／１０）（２９頁、別紙第３－６） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 情勢（７／１０）（３０頁、別紙第３－７） 

    ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ １７日、１１５８頃、ＵＮハウスメインゲート西側（距離不明）か

ら射撃音１発確認 

(10) 患者受診状況（３８頁、別紙第５） 

受診患者９名（８月１６日１８００ｃ～８月１７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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 (11) 情勢（４０頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４４頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で犯罪が頻発している事から注意が必要 



204 

 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

78 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７７号（平成２８年８月１８日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正に併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要。 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送
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に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

    修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩＤＰ

の移動に留意して、各種活動を実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

    修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩＤＰ

の移動に留意して、各種活動を実施する。  

(5) 情勢（２／８）（２６頁、別紙第３－２） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①、③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／８）（２７頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①トリト、③ヤンビオ、④リーア 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／１ イエイ 

   ８／３ リーア 

      ８／４ ナシール 

      ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 
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    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

(7) 情勢（５／８）（２９頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 患者受診状況（３７頁、別紙第５） 

受診患者８名（８月１７日１８００ｃ～８月１８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３９頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 
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  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (10) 総括（４３頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）には注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

79 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７８号（平成２８年８月１９日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治
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能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと

併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    修正マンデートに対する反発デモ及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩＤＰ

の移動に留意して、各種活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩＤＰ

の移動に留意して、各種活動を実施する。 
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  (5) 情勢（１／８）（２４頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料 

  １７日、中央エクアトリア州における作戦を総括するＳＰＬＡ－ｉＯ

の指揮官は、「ＳＰＬＡがジュバ郊外において、白色塗装し、ＵＮ表記

したＳＰＬＡ車両を用いて攻撃を行っている。」旨の発言をし、ＳＰＬ

Ａを非難した模様 

  また、ＵＮ表記された白いヘリコプターに攻撃された事についても加

えて言及した模様 

(6) 情勢（２／８）（２５頁、別紙第３－２） 

  ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２６頁、別紙第３－３） 

 図 

   ア ①トリト、②ウロル 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

(8) 情勢（５／８）（２８頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者２名（８月１８日１８００ｃ～８月１９日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 
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 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４２頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお
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り、ＳＯＦＡ違反及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

80 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６７９号（平成２８年８月２０日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

  (ア) 和平合意関連 

     和平合意の進捗は進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘

及びキール大統領による第１副大統領及び暫定立法議会議長の一

方的な指名（中略）、さらに時間を要するものと思料 

  (イ) その他の情報資料 

       北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起して

おり、暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治

能力は地方においては十分に発揮できていないため、報復又は一

般犯罪は継続すると思われる 

       また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ

職員の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、

マンデートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと

併せてデモ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、
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ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾及びＩＤＰ

の移動に留意して、各種活動を実施する。  

   (4) 情勢（１／８）（２２頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料 

  （黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  （黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

 ア ①ナシール、②ブンジ、③ジュバ、④パジュート、⑤マヨム 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／５ ブンジ 

      ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 
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    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

(7) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

    ジュバ市内の状況 

   ア ２３２９頃、８時方向、５００ｍ以上射撃音４発 

     ０２１０頃、４時方向、５００ｍ以上射撃音５発 

    →引き続き、宿営地近傍での夜間の流れ弾に注意 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者７名（８月１９日１８００ｃ～８月２０日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  
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８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (10) 総括（３８頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、（黒塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

81 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８０号（平成２８年８月２１日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思わ

れる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地

方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続

すると思われる 
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また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデ

モ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意が

必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（１／７）（１８頁、別紙第３－１） 

  その他入手した主要な情報資料 

  （黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（４／７）（２１頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

   ア ２１日、ジュバ空港において、携帯電話を使用していたＵＮ関係者

が写真撮影をしていたと疑われ、空港警備担当者による手荷物検査

等に約２時間程度拘束された模様 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

  (5) 情勢（５／７）（２２頁、別紙第３－５） 
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（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 患者受診状況（２９頁、別紙第５） 

受診患者２名（８月２０日１８００ｃ～８月２１日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３１頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６，２０ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ７／２１，２３，２６，３０ ＃３ＰＯＣサイト近傍で（黒塗り、

代理人注記） 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (8) 総括（３５頁、別紙第７－５） 
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    ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス周辺での散発的な射撃の発生が

確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地域周辺で発生する可能

性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されており、

ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒塗り、

代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

82 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８１号（平成２８年８月２２日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思わ

れる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地

方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続

すると思われる 

また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデ

モ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ
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の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

（月・水・金）に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能

性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

   (3) 明日の活動予定（７頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。  

(4) 情勢（１／９）（２３頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

  ①（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／９）（２４頁、別紙第３－２） 

 ア ②（黒塗り、代理人注記） 

 イ その他入手した主要な情報資料 

   （黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／９）（２５頁、別紙第３－３） 

  ③（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（４／９）（２６頁、別紙第３－４） 

 図 

   ア ①ナシール、②パジュート～ユアイ、③トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 
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   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

  (8) 情勢（６／９）（２８頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月２１日１８００ｃ～８月２２日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６，２０ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  
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８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４２頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地

域周辺で発生する可能性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

83 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８２号（平成２８年８月２３日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思わ

れる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、

暫定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地
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方においては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続

すると思われる 

また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデ

モ及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移送

（月・水・金）に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能

性があり注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びグデレ道、イエイ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に

留意して活動を実施する。  

   (4) 明日の活動予定（７頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びグデレ道、イエイ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。  
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(5) 情勢（２／９）（２４頁、別紙第３－２） 

 ア 和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 

 イ その他入手した主要な情報資料 

   ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

 (6) 情勢（３／９）（２５頁、別紙第３－３） 

 図 

   ア ①マグウィ、②パラジョク、カジョケジ、③ナシール 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

  (7) 情勢（５／９）（２７頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者６名（８月２２日１８００ｃ～８月２３日１８００ｃ） 

ア 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 
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   ８／６，１１，１２，１３，１６，２０ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (10) 総括（４２頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地

域周辺で発生する可能性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 
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    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、グデレ道及びイェイ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

84 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８３号（平成２８年８月２４日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

   北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

   また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 
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     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びグデレ道、イエイ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス活動における流れ弾に留意して

活動を実施する。 

  (5) 情勢（１／９）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（２／９）（２３頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

  (7) 情勢（３／９）（２４頁、別紙第３－３） 

    ④及び⑤（黒塗り、代理人注記） 

  (8) 情勢（４／９）（２５頁、別紙第３－４） 

   図 

   ア ①イエイ、②ヤンビオ、③パゲリ、④ラニャ、⑤マンガラ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 
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    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

  (9) 情勢（６／９）（２７頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (10) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者４名（８月２３日１８００ｃ～８月２４日１８００ｃ） 

ア 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３７頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／６，１１，１２，１３，１６，２０ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ  

     （黒塗り、代理人注記） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 
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  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

キ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４１頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流れ弾が同地

域周辺で発生する可能性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

85 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８４号（平成２８年８月２５日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

   北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

   また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員
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の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。  

(5) 情勢（１／８）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 
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  (6) 情勢（２／８）（２３頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２４頁、別紙第３－３） 

 図 

   ア ①ナシール、③ギト、④クアジョク 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２４ ナシール 

  (8) 情勢（５／８）（２６頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者１０名（８月２４日１８００ｃ～８月２５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 
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   ８／２０ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／６ ロコンでの戦闘及び（黒塗り、代理人注記） 

７／２９，３０，３１，１，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

８／５ ヘリの頻繁な活動 

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

   また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一部

地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦
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闘には引き続き注意が必要 

86 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８５号（平成２８年８月２６日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

 ア 全域（３頁） 

   その他の情報資料 

   北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

   また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 
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     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。  

(5) 情勢（１／８）（２１頁、別紙第３－１） 

  和平合意不履行に関する情報 

①及び②（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（２／８）（２２頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

  ③乃至⑤（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２３頁、別紙第３－３） 

 図 

   ア ①パゲリ、③ナシール、③リーア、④ブンジ、⑤ラフォン 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 
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    ８／２３ イエイ 

    ８／２４ ナシール 

  (8) 情勢（５／８）（２５頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ ２５日００００頃、トンピン方向２ｋｍ射撃音４発を２回確認 

     ２５日ムヌキ方向２ｋｍ、０２１１頃射撃音１０発及び０２２０頃

５発確認 

   ウ ＵＮハウス周辺 

     射撃、武装した男性確認 

  (9) 患者受診状況（３３頁、別紙第５） 

    受診患者１５名（８月２５日１８００ｃ～８月２６日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ５名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第１施設小隊 ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３５頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  
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８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（３９頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    また、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、一

部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

87 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８６号（平成２８年８月２７日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 
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     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 情勢（４／７）（２０頁、別紙第３－４） 

    ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (5) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 
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    受診患者１０名（８月２６日１８００ｃ～８月２７日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   ４名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (6) 情勢（３０頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (7) 総括（３４頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 
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    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注意が必要 

88 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８７号（平成２８年８月２８日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも

に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 
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     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 明日の活動予定（７頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

   (4) 情勢（１／６）（１６頁、別紙第３－１） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／６）（１７頁、別紙第３－２） 

図 

   ア ①ヤンビオ、②ボル 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 
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    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

(6) 情勢（４／６）（１９頁、別紙第３－４） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (7) 患者受診状況（２６頁、別紙第５） 

受診患者２名（８月２７日１８００ｃ～８月２８日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（２８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (9) 総括（３２頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での
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散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

89 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８８号（平成２８年８月２９日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあるものの、商店の閉鎖による物資の

減尐等、市民の生活は厳しく犯罪等は発生しやすい状態であるととも
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に（中略）ＳＰＬＡ等による略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲へ

の巻き込まれ及び衛生環境の維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

   (5) 情勢（１／８）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     ③乃至⑤（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／８）（２２頁、別紙第３－２） 

     ⑥乃至⑧（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／８）（２３頁、別紙第３－３） 

図 

 ア ①ナシール、②マグウィ、③パラジョク、④ギト、⑤リアング、⑥
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ボル、⑦ベンティウ、⑧ピボル 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ 

(8) 情勢（５／８）（２５頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 患者受診状況（３３頁、別紙第５） 

受診患者５名（８月２８日１８００ｃ～８月２９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３５頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 
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 ８／１０ １８００以降に車列が大統領府近傍で停止要求 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 ８／１３ ＯＣＨＡ職員に対する（黒塗り、代理人注記） 

（黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（３９頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

90 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６８９号（平成２８年８月３０日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 
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     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ 

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦
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闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (5) 情勢（１／９）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意不履行に関する情報 

②（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     ２７日、キール大統領は「マシャル氏を帰還させようとする試みは、

内戦を長期化させ、国民の苦難を増加させる。」と非難 

(6) 情勢（３／９）（２３頁、別紙第３－３） 

     ③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（４／９）（２４頁、別紙第３－４） 

図 

   ア ②ナシール、③イエイ、④ギト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 
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    ８／２７ マグウィ 

    ８／２９ ナシール 

(8) 情勢（６／９）（２６頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

   （黒塗り、代理人注記） 

  (9) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者７名（８月２９日１８００ｃ～８月３０日１８００ｃ） 

ア 隊本部    ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３５頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 （黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－５） 
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    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で夜間に銃犯罪が発生している事から流れ弾に注意が必要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

91 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９０号（平成２８年８月３１日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始
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されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地周辺においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰ

の移送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり

注意が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (5) 情勢（１／９）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     ③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／９）（２２頁、別紙第３－２） 

     ⑤（黒塗り、代理人注記） 
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(7) 情勢（３／９）（２３頁、別紙第３－３） 

図 

   ア ①ナシール、③ギト、④リーア、⑤トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ 

    ８／２９ ナシール 

(8) 情勢（５／９）（２５頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ ３１日０１５４頃、ＵＮトンピン南側約１ｋｍ以上において連続射

撃音４発 

     ０１５７頃、同地域で連続射撃音３発 

  (9) 情勢（６／９）（２６頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(10) 者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者３名（８月３０日１８００ｃ～８月３１日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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イ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮハウス 流れ弾  

７／１２～ジュバ市西側でのＳＰＬＡの展開 

（黒塗り、代理人 注記）  

ウ ジュバ市内 ハラスメント 

 ８／１３ ＵＮＭＩＳＳマンデートへの反発（国連大使） 

 （黒塗り、代理人注記） 

エ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

カ ジュバ郊外 ハラスメント 

  （黒塗り、代理人注記）  

  (12) 総括（４０頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周
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辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

92 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９１号（平成２８年９月１日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移
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送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (5) 情勢（１／１０）（２３頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     ②及び③（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／１０）（２４頁、別紙第３－２） 

     ③乃至⑤（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／１０）（２５頁、別紙第３－３） 

図 

   ア ①ナシール、②トリト、③パゲリ、④マラカル、⑤ギト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 



253 

 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ 

    ８／３０ ナシール 

(8) 情勢（５／１０）（２７頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

   ア （黒塗り、代理人注記） 

   イ １日１０００頃、ＵＮハウス北西で射撃音４発確認 

     ３１日、２３１０頃、宿営地北西方向３００ｍ以上から射撃音５発

確認 

     １日、０００９頃、宿営地北西方向１ｋｍ以上から射撃音２発確認 

  (9) 情勢（６／１０）（２８頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(10) 情勢（７／１０）（２９頁、別紙第３－７） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(11) 患者受診状況（３７頁、別紙第５） 

受診患者９名（８月３１日１８００ｃ～９月１日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (12) 情勢（３９頁、別紙第７－１） 
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 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）  

  (13) 総括（４３頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

93 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９２号（平成２８年９月２日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 
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(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍
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での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に

留意して活動を実施する。  

(4) 情勢（１／９）（２４頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意不履行に関する情報 

①（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 

     ②（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／９）（２５頁、別紙第３－２） 

     ⑤（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／９）（２６頁、別紙第３－３） 

図 

   ア ①ワト、②トリト、⑤レンク 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ 

    ８／３０ ナシール 
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(7) 情勢（５／９）（２８頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 情勢（６／９）（２９頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

   ア ３１日夜、女性３名がジュベル検問所において複数人の兵士により

性的暴行を受けた模様 

   イ （黒塗り、代理人注記） 

(9) 患者受診状況（３７頁、別紙第５） 

受診患者４名（９月１日１８００ｃ～９月２日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３９頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記） 

  (11) 総括（４３頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での
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散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

94 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９３号（平成２８年９月３日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始
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されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（１／８）（１８頁、別紙第３－１） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ①（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（２／８）（１９頁、別紙第３－２） 

図 

   ア ①トリト 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 
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    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

(5) 情勢（４／８）（２１頁、別紙第３－４） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（５／８）（２２頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(7) 患者受診状況（３０頁、別紙第５） 

受診患者４名（９月２日１８００ｃ～９月３日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (8) 情勢（３２頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  
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８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記）   

  (9) 総括（３６頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

95 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９４号（平成２８年９月４日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化



262 

 

は否定できない状況にあるものと思料 

     また、７月下旪にＵＮＭＩＳＳに対するデモ及び８月にはＵＮ職員

の再入国の規制を含む直接的なハラスメントが発生しており、マンデ

ートの修正及びマシャル氏の輸送にＵＮが関与したことと併せてデモ

及びハラスメント注意が必要 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

     ＵＮＭＩＳＳマンデートの変更に関するデモ及びマシャル氏の輸送

にＵＮが関与したことによるハラスメント発生の可能性は否定できず、

ジュバ市内での活動には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

(4) 情勢（１／７）（１６頁、別紙第３－１） 

 ア 和平合意不履行に関する情報 

   ②（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 
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     ③（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／７）（１７頁、別紙第３－２） 

図 

   ア ②トリト、③ナシール 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

(6) 情勢（４／７）（１９頁、別紙第３－４） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（５／７）（２０頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(8) 患者受診状況（２７頁、別紙第５） 

受診患者３名（９月３日１８００ｃ～９月４日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 
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イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３２頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記） 

  (10) 総括（３６頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ＵＮＭＩＳＳの修正マンデートに対する政府側の反発が確認されてお

り、ＵＮによるマシャル氏の輸送による対ＵＮ感情の悪化と併せて（黒

塗り、代理人注記）及びハラスメントには注意が必要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 
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96 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９５号（平成２８年９月５日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意
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して活動を実施する。 

  4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

(5) 情勢（２／８）（２４頁、別紙第３－２） 

  その他入手した主要な情報資料 

    ①（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／８）（２５頁、別紙第３－３） 

図 

   ア ②ルンベク 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

(7) 情勢（５／８）（２７頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 
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    （黒塗り、代理人注記） 

(8) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者５名（９月４日１８００ｃ～９月５日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３７頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

  ８／１，６，９，１０ ロコン、ルリにおいて戦闘 

（黒塗り、代理人注記） 

  (10) 総括（４１頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周
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辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

97 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９６号（平成２８年９月６日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     北部及び南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われ

る武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘が生起しており、暫

定政府及び新２８州制に基づく新州行政機関の治安統治能力は地方に

おいては十分に発揮できていないため、報復又は一般犯罪は継続する

と思われる 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 
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ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に

留意して活動を実施する。  

(4) 明日の活動予定（７頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

(5) 情勢（１／１０）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意履行に関する情報 

    （黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／１０）（２３頁、別紙第３－２） 

    和平合意不履行に関する情報 

    ①（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／１０）（２４頁、別紙第３－３） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ②乃至⑤（黒塗り、代理人注記） 

(8) 情勢（４／１０）（２５頁、別紙第３－４） 

⑥乃至⑧（黒塗り、代理人注記） 

(9) 情勢（５／１０）（２６頁、別紙第３－５） 

図 

   ア ①ナシール、②タンブラ、③トリト、④ニムレ、⑤ファショダ、⑥

ニムニ、⑦ワウ、⑧ジュバ～ボル 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 



270 

 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

(10) 情勢（７／１０）（２８頁、別紙第３－７） 

    ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(11) 患者受診状況（３６頁、別紙第５） 

受診患者７名（９月５日１８００ｃ～９月６日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第１施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

オ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

カ 警備小隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (12) 情勢（３８頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  
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８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (13) 総括（４２頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

98 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９７号（平成２８年９月７日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南部地方において、ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思われる武装集

団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘は継続しており、報復又は一

般犯罪は継続するものと思料 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の
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維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

(5) 情勢（１／９）（２２頁、別紙第３－１） 

  和平合意履行に関する情報 

    ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（２／９）（２３頁、別紙第３－２） 

    和平合意不履行に関する情報 

    ③及び④（黒塗り、代理人注記） 

(7) 情勢（３／９）（２４頁、別紙第３－３） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ⑤前エクアトリア州高官ら３名が和平合意が崩壊したとしてキール大

統領政権を脱退し、ＳＰＬＭ－ｉＯに離反した模様 

(8) 情勢（４／９）（２５頁、別紙第３－４） 

図 

ア ①ナシール、②上ナイル州、③イエイ、④カジョケジ 
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（黒塗り、代理人注記） 

イ ⑤イエイ 

  元中央エクアトリア政府高官のＳＰＬＡ－ｉＯへの離反 

ウ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

    ９／４ イエイ 

    ９／５ カジョケジ 

(9) 情勢（６／９）（２７頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

    ア ６日２３５７頃、ＵＮトンピン南側２ｋｍ以上において射撃音複

数発 

      ７日０３１５頃、ＵＮトンピン北側５００ｍ以上において射撃音

６発 

    イ （黒塗り、代理人注記） 

(10) 患者受診状況（３５頁、別紙第５） 

受診患者４名（９月６日１８００ｃ～９月７日１８００ｃ） 
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ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (11) 情勢（３７頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３，７ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (12) 総括（４１頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

99 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９８号（平成２８年９月８日） 

(1) 表紙（１頁） 
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  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

  (2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南部地方において、政府勢力側とＳＰＬＡ－ｉＯ等との間での戦闘

は継続しており、報復及び一般犯罪は継続するものと思料 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

  (3) 本日の活動成果（５頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 

  (4) 明日の活動予定（７頁） 

    ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの戦

闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に留意

して活動を実施する。 
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  (5) 情勢（１／７）（２３頁、別紙第３－１） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ①（黒塗り、代理人注記） 

  (6) 情勢（２／７）（２４頁、別紙第３－２） 

図 

ア ①トリト～カポエタ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／６ ナシール、ベンティウ、ルブグウェイ、ロコン 

      ８／７ イェイ 

      ８／８ ナシール、マヤンディッド 

      ８／９ ナシール、ヤンビオ、イエイ 

    ８／１３ イエイ、エゾ、マリディ 

    ８／１５ リーア 

    ８／１６ ナシール、マリディ 

    ８／１９ パジュート 

    ８／２１ ナシール 

    ８／２３ イエイ 

    ８／２６ ナシール 

    ８／２７ マグウィ、トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

    ９／４ イエイ 

    ９／５ カジョケジ 

(7) 情勢（４／７）（２６頁、別紙第３－４） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(8) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者６名（９月７日１８００ｃ～９月８日１８００ｃ） 
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ア 隊本部    ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 本部付隊   ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (9) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３，７ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (10) 総括（４０頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

100 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１６９９号（平成２８年９月９日） 

(1) 表紙（１頁） 
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  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南部地方において、政府勢力側とＳＰＬＡ－ｉＯ等との間での戦闘

は継続しており、報復及び一般犯罪は継続するものと思料 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化

は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 本日の活動成果（５頁） 

ジュバ市内におけるハラスメント及びイエイ道、グデレ道沿いでの

戦闘状況を注視するとともに、ＵＮハウス地区活動における流れ弾に

留意して活動を実施する。  

(4) 情勢（１／９）（２１頁、別紙第３－１） 

   ア 和平合意履行に関する情報 

     ①（黒塗り、代理人注記） 

   イ その他入手した主要な情報資料 
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     ②（黒塗り、代理人注記） 

(5) 情勢（２／９）（２２頁、別紙第３－２） 

③（黒塗り、代理人注記） 

(6) 情勢（３／９）（２３頁、別紙第３－３） 

図 

ア ①ピボル、②マラカル、③ワウ～ラジャ 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／２６ ナシール 

    ８／２７ トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

    ９／４ イエイ 

    ９／５ カジョケジ 

(7) 情勢（５／９）（２５頁、別紙第３－５） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(8) 情勢（６／９）（２６頁、別紙第３－６） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(9) 患者受診状況（３４頁、別紙第５） 

受診患者４名（９月８日１８００ｃ～９月９日１８００ｃ） 

ア 隊本部    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 施設器材小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第２施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 情報班    １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (10) 情勢（３６頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３，７ 近傍での射撃（夜間） 
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 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾、不発弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (11) 総括（４０頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

101 南スーダン派遣施設隊日々報告 第１７００号（平成２８年９月１０日） 

(1) 表紙（１頁） 

  「閲覧は関係者限定」「用済み後廃棄」 

(2) 情勢 

   ア 全域（３頁） 

     その他の情報資料 

     南部地方において、政府勢力側とＳＰＬＡ－ｉＯ等との間での戦闘

は継続しており、報復及び一般犯罪は継続するものと思料 

     マシャル氏の回復及び今後の発言の如何によっては、戦闘の活発化
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は否定できない状況にあるものと思料 

   イ ジュバ市内（４頁） 

     市内は平穏な状態に戻りつつあり公務員に対する給料の配給も開始

されたものの、商店の閉鎖による物資の減尐等、市民の生活は厳しく

犯罪等は発生しやすい状態であるとともに（中略）ＳＰＬＡ等による

略奪、暴行等の犯罪又は検問での発砲への巻き込まれ及び衛生環境の

維持には注意が必要 

   ウ 活動に及ぼす影響（４頁） 

     宿営地においては、夜間の周辺での射撃による流れ弾、ＩＤＰの移

送に伴う小競り合いへの巻き込まれ及び疾病罹患の可能性があり注意

が必要 

     また、ジュバ市内においては、デモへの巻き込まれ、ハラスメント

及びＳＰＬＡによる検問周辺での流れ弾には注意が必要 

     なお、ＵＮハウス周辺においては射撃が発生していることから近傍

での活動には警戒が必要 

(3) 情勢（１／７）（１７頁、別紙第３－１） 

    その他入手した主要な情報資料 

    ①及び②（黒塗り、代理人注記） 

(4) 情勢（２／７）（１８頁、別紙第３－２） 

図 

ア ①ヤンビオ、②ナシール 

（黒塗り、代理人注記） 

イ 「戦闘」マーク 

   ８／２６ ナシール 

    ８／２７ トリト 

    ８／３０ ナシール 

    ９／１ ナシール 

    ９／２ イエイ 

    ９／４ イエイ 

    ９／５ カジョケジ 
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(5) 情勢（４／７）（２０頁、別紙第３－４） 

ジュバ市内の状況 

    （黒塗り、代理人注記） 

(6) 患者受診状況（２８頁、別紙第５） 

受診患者７名（９月９日１８００ｃ～９月１０日１８００ｃ） 

ア 本部付隊   １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

イ 第２施設小隊 ２名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

ウ 第３施設小隊 １名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

エ 警備小隊   ３名 疾患名（黒塗り、代理人注記） 

 (7) 情勢（３０頁、別紙第７－１） 

 ア 宿営地 流れ弾 

   ８／２５，３１，３，７ 近傍での射撃（夜間） 

 イ ＵＮトンピン 反ＵＮデモ 

   ９／１ デモ（高官ゲート前及びジョンギャラン霊廟周辺） 

ウ ＵＮハウス 流れ弾、不発弾  

（黒塗り、代理人 注記）  

エ ジュバ市内 ハラスメント 

 （黒塗り、代理人注記） 

オ ジュバ市内 流れ弾  

８／１２ Ｕ交差点で検問 

（黒塗り、代理人注記） 

カ ジュバ郊外 戦闘への巻き込まれ 

 （黒塗り、代理人注記） 

  (8) 総括（３４頁、別紙第７－５） 

    ジュバ市郊外での戦闘は小康状態にあるものの、ＵＮハウス周辺での

散発的かつ単発的な射撃の発生が確認される（中略）、巻き込まれ及び流

れ弾が同地域周辺で発生する可能性が高い 

    ９日朝のＵＮハウス北側での検問に対する射撃事案後の同日夜間にＰ

ＯＣサイトのまた男性ＩＤＰが逃亡を図る等ＵＮハウス近傍のＳＰＬＡ

とＰＯＣサイト内ＩＤＰとの緊張が高まっている可能性があり、流れ弾
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等に注意が必要 

    さらに、ジュバ市内においては昼間の治安は改善傾向にあるものの、

一部地域で主に夜間に銃犯罪が発生していることから流れ弾に注意が必

要 

    ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと及びコダ周

辺でのＳＰＬＡ－ｉＯ勢力の存在から、イェイ道及びグデレ道沿いの戦

闘には引き続き注視が必要 

 

第３ 日報からわかること 

   そもそも広範囲にわたってマスキングされているため、詳細な事実関係

は明らかにならないが、マスキングのない部分を分析するだけでも、南ス

ーダンの現地情勢が悪化し、戦闘が継続していたことがわかる。 

１ ７月の戦闘より前の状況 

 (1) 全体の情勢 

ア ベンティウにおいては、２０１６（平成２８）年４月１４日にもＳ

ＰＬＡとｉＯの戦闘が発生していたことがわかる（１６０１号）。     

これに対する報復が６月２日の段階でも予想されていた。 

     なお、日報においては、戦闘に至らない程度の争いの場合は「抗争」

と記載しており（１６０２号－(1)ア(イ)等）、敢えて「戦闘」との表現

が使用されている場合は、「抗争」の域を遥かに凌駕した、まさに「戦

闘」が行われていたと理解するのが自然である。 

   イ ６月９日（１６０７号）頃から、混合裁判所の設立を巡り、キール

大統領とマシャル第１副大統領の間での意見の対立が鮮明化しており、

これに伴い、国際社会の要求に背を向けた状態が継続していたことが

わかる。 

   ウ ６月１３日（１６１１号）には、１０日にカジョケジにおいて、Ｓ

ＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯと主張する武装集団との「抗争」が生起した

ことが記載されている。ここでも、「抗争」と「戦闘」は区別されてい

る。 

     この「抗争」であるが、「両部隊併せて３０名程度が死亡」し、「当
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初、ＳＰＬＡが武装集団側を攻撃したが、武装集団側が撃退し尐なく

とも２０名を殺害、戦車１両、戦闘車両多数を撃破及び鹵獲（ろかく、

代理人注記）した」ようなものであった。住民も３名が死亡し、約１

５００名が避難を余儀なくされている。 

     このようなレベルでも、日報においては「戦闘」ではなく「抗争」

と表記されているのである。 

   エ ６月１５日（１６１３号）は、全域での情勢として、「南スーダン全

域で経済状況の悪化は継続」と指摘されている。 

   オ ６月１９日には、リア郡で「抗争」が生起し、ｉＯ高官が、ＳＰＬ

ＡがｉＯを攻撃したことは和平合意違反としてＳＰＬＡを非難してい

る（１６２２号）。 

     このことから、６月には、両派において、紛争当事者間の停戦合意

が崩れていると認識していることがわかる。 

   カ ６月２０日の日報（１６１８号）では、ジュバの「市内の緊張の高

まり」があることが指摘されている。この頃から、市内の治安が不穏

になっているのである。 

   キ ６月２３日（１６２１号）には、ルンベクで夜間外出禁止令が発令

されるなど、治安が悪化していることが伺われる。 

   ク ６月２４日は、「ワウにおいてＳＰＬＡと武装集団の間で抗争が生起」

している（１６２４号）。 

   ケ ６月２７日の日報（１６２５号）によると、キール大統領が３者会

談で合意内容に署名を拒否したとして、和平合意を無視していること

が指摘されており、これが「和平合意の進捗を大幅に遅延させる行為

であり、各地域における双方の緊張状態の継続」につながるとも報告

されている。 

   コ ６月２６日に「リーア郡におけるＳＰＬＡとｉＯの抗争」が生起し

ている（１６２８号）。この記載は、前日である６月２９日付１６２７

号においては、マスキングがされていた。 

     防衛省は、マスキングは「派遣部隊の警備態勢に関する記述や他国

軍からの情報」について行っているとのことであるが、「リーア郡に
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おけるＳＰＬＡとｉＯの抗争」がいかなる理由でマスキングの対象に

なっていたのか不明である。 

     このような抗争があったことすらマスキングの対象になっていたの

だとすると、大量にマスキングされている部分も、真に警備態勢や他

国からの情報に関わるものだから（開示できない）とする防衛省の主

張は極めて疑わしい。 

   サ ７月４日（１６３２号）には、ジュバ市内の治安が悪化しているこ

とが報告されている。すなわち、６月３０日に、トンピン地区で強盗

を捕まえようとしたＳＰＬＡ兵士が撃たれて死亡している。また、７

月２日には、カトール地区において、ｉＯの情報幹部が射殺され、ｉ

Ｏ側は、政府側の治安関係者により殺害されたと発言している。 

   シ 上記のように、７月よりも前の段階で、南スーダン各地でＳＰＬＡ

とｉＯによる「抗争」が生起しており、両派とも和平合意・停戦合意

を遵守する姿勢なく、他方への攻撃を繰り返しているのである。 

     そのような緊張状態がジュバ市内にも及んできたのである。 

  (2) 宿営地周辺での射撃事案 

   ア 宿営地周辺における射撃事案も、５月以降、５日、９日、１２日、

１５日、１９日、２０日と頻発しており、６月１日にも発生していた

（１６０１号）。 

     これを受けて、「宿営地周辺における射撃による流れ弾等に注意が必

要」との注意が毎日されていた。 

   イ ６月１４日（１６１２号）にも、宿営地が存在するＵＮトンピン地

区で夜間に射撃事案が発生している。 

   ウ ６月２０日には、宿営地の約０．５～１ｋｍから機関銃らしきもの

の射撃音７～８発が確認されており（１６１９号）、宿営地に近接した

距離で殺傷能力が強い武器による射撃事案が発生している。 

    この頃から、宿営地近辺の緊張度は増している。 

   エ ６月２３日ないし２４日には、夜間に合計１５発以上の射撃があり、

中には曳光弾の発射もあったことが報告されている（１６２２号、１

６２５号）。 
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   オ ６月３０日には、「日本隊宿営地南側５００ｍ以遠から射撃音４発」

とあるように、宿営地に迫った距離で射撃事案が発生している（１６

２８号）。 

   カ 以上のように、６月中も、宿営地の至近距離において何度も射撃事

案が発生しており、宿営地近辺の緊張は高まっていた。 

  (3) ＵＮハウス周辺での射撃事案 

   ア ６月５日はＵＮハウス（＃３ＰＯＣサイト）周辺において、発砲事

案があった（１６０５号）。 

     これに伴い、６月５日の日報（１６０３号）までは１桁であった患

者受診数が、６月６日の日報（１６０４号）から、２桁となっている。

６月６日は、５日からほぼ倍増した１７名、６月７日（１６０５号）

は１０名、６月８日（１６０６号）は１１名、６月１１日（１６０９

号）は１７名、６月１２日（１６１０号）は１４名、６月１３日（１

６１１号）は２０名、６月１４日（１６１２号）は１４名が、それぞ

れ受診している。 

     ＵＮハウスで任務に当たっていた隊員が発砲事案を受けて何らかの

身体的異常（負傷、精神疾患、不眠など）を訴えて、受診をしている

可能性が極めて高い。 

   イ ６月１３日及び１４日にもＵＮハウス周辺で射撃事案が発生してい

る（１６１３、１６１５号）。 

   ウ ６月２３日にも射撃事案が発生している（１６２４号）。 

   エ ６月２９日には、ＵＮハウス（＃３ＰＯＣサイト）周辺において射

撃事案が発生している（１６２７号）。 

   オ ７月５日付１６３３号で初めて、７月２日に発生した射撃事案につ

いて「総括」で指摘されている。２日に発生しているのにもかかわら

ず、３日または４日の日報の情報にはないのであるから、両日の日報

においてはマスキングがされていた可能性が高い。 

     このような射撃事案が発生していることもマスキングの対象になっ

ているのだとすると、それ以外のマスキング部分も、真に「派遣部隊

の警備態勢に関する記述や他国軍からの情報」なのか極めて疑わしい。 
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   カ 以上のように、ＵＮハウス近傍でも、断続的に射撃事案が発生して

いることがわかる。 

  (4) ハラスメント 

   ア ６月１０日（１６０８号）以降は、大統領派による検問等の設置に

よる交通規制が行われたり、これに伴い自衛隊に対するハラスメント

が起こる可能性があった。このようにジュバ市内でも空気が不穏にな

ってきていることから、隊員に対しては注意が促されていた。 

   イ ６月１６日（１６１４号）によると、１３日に、ＵＮＤＰの職員が

高官車両の通行を妨害したとして交通警察に逮捕されるというハラス

メント事案が発生している。 

   ウ ６月２０日（１６１８号）の日報では、「ＳＰＬＡ及び大統領警護隊

からのハラスメントに注意が必要」と、ハラスメントをしているのが

大統領派であることが明記されている。 

   エ ６月２３日には、ＪＭＥＣ（合同監視評価委員会）議長が、「停戦監

視任務の遂行を軍が妨害している」などと、移動規制や活動制限等の

諸制約を行っているキール大統領を非難している（１６２２号）。 

   オ 以上から、ＳＰＬＡ及び大統領警護隊が国連に対してハラスメント

を行っているのであり、紛争当事者が国連に対してＰＫＯ参加の同意

を与えているとも言えない状態である。 

  (5) まとめ 

    ７月の戦闘より前のジュバの情勢からしても、①紛争当事者間の停戦

の合意は完全に崩壊しており、②紛争当事者（南ス－ダン政府）が、国

連（ひいては日本）に対して、兵力地位協定による受入国の義務を果た

していない（参加の同意を与えていない）と言える。 

 ２ ７月の戦闘について 

  (1) ７月７日（１６３５号）は、活動の成果として「ＵＮ施設強化、整備、

ＵＮ施設外における活動等、人道支援実施のための環境作りの活動を実

施」を挙げている。 

    ６日の段階で、９日の独立記念日や治安の悪化に関連して、市内で武

器検索が実施されていることが報告され、自衛隊も、「ＳＯＦＡ違反へ
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の対応には注意が必要」と指摘している。 

    ７日の段階では、翌８日は、７日同様、「ＵＮ施設強化・整備、ＵＮ

施設外における活動等、人道支援実施のための環境作りの活動を実施す

る」等の活動が予定されていた。 

    このように、７日は、市内で武器検索が行われていることから緊張が

高まっているとはいえ、それまでと同様の活動を行い、翌日も行う予定

であった。 

  (2) ７月８日の日報（１６３６号）では、「ジュバ市内でのＳＰＬＡとｉ

Ｏとの抗争が生起した」と報告がされている。この段階では、依然「抗

争」と表記して差し支えない状態であったことが伺われる。 

    とはいえ、８日の活動成果については、前日の活動予定とは異なり、

「状況により、ＵＮＭＩＳＳの警戒レベルの態勢に基づき、所要の対応

を実施する。」と報告がされている。これは、７日に予定されていた任

務をこなせなかったことを表している。 

    翌９日の活動予定についても、「状況により、ＵＮＭＩＳＳの警戒レ

ベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。」とのみ記載されており、

平常時の活動が不可能な警戒態勢が前提となっていることがわかる。 

    ７日は、２０時頃から宿営地近傍において、ＳＰＬＡとｉＯの銃撃が

発生しているが、これまで射撃数を明記していたにもかかわらず、射撃

数を明示しない報告になっている。これは、あまりにも多数の射撃がな

されたためである。また、曳光弾の使用もあったことが明記されている。 

    なお、「総括」においては、「ジュバ市内におけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ

－ｉＯの衝突」と記載されている。 

  (3) ７月９日（１６３７号）の日報では、「情勢」において、「戦闘」とい

う表現が出てくる。すなわち、「８日夕、ジュバにおいてＳＰＬＡとＳＰ

ＬＡ－ｉＯとの間で戦闘が生起した模様」と、これまで「抗争」という

表現だったものが、敢えて「戦闘」に書き改められているのである。 

    これは、「ジュバにおけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ間の戦闘により、

双方合わせて約１５０名の死傷者が発生している」とあるように、死傷

者の数が膨大にのぼり、そのような結果を招来する長時間にわたる苛烈
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な銃撃戦や戦車や対戦車ヘリなどの出動も伴う大規模な攻撃の応酬等が

あったという実態を反映しての表現の変更である。 

    銃撃戦は、８日の夕方から始まり、曳光弾５０発以上の発射や機関銃

による射撃等が宿営地の間近で行われ、９日の午前まで継続したのであ

る。 

    ９日は、宿営地内での給水等の活動を除いて、宿営地外での活動はで

きておらず、宿営地から出られない状態は１２日頃まで継続した。 

    翌１０日の活動予定については、「状況により、ＵＮＭＩＳＳの警戒

レベルの態勢に基づき、所要の対応を実施する。」に続けて、「警備レ

ベル及び宿営地警備レベルの記載があるが、いずれもマスキングがされ

ている。しかし、これまでにはない記載方法であり、警備レベル及び宿

営地警備レベルのいずれもが最高レベルに引き上げられていることが容

易に推測できる。 

  (4) ７月１０日（１６３８号）は、８日夕方からの戦闘の全貌が伝わって

きており、「ＳＰＬＡ約９０名、ＳＰＬＡ－ｉＯ約３７名、民間人約２

５名が死亡した」と、まさに「戦闘」と表現するしかない実態が明らか

になっている。 

    また、９日も夜間に曳光弾を含む射撃事案が宿営地近傍で発生し、宿

営地から１～２ｋｍの場所で爆発も起こっている。 

    さらに、１０日は、午前中に宿営地から１５０ｍしか離れていない場

所で砲撃を含む銃撃戦が発生した。その後、宿営地の道路を挟んですぐ

の２００ｍしか離れていないトルコビルにおいて、「ＳＰＬＡとＳＰＬ

Ａ－ｉＯとの銃撃戦が発生」している。これまで銃撃戦の内容は、距離

や射撃音の数などの記載もなされていたが、このトルコビルでの銃撃戦

については全てマスキングされており全貌は不明である。 

    もっとも、このマスキングされている部分については、第１準備書面

第５－８で記載した７月１１日付モーニングレポートを合わせ読めば、

トルコビル付近で砲撃やＲＰＧ（対戦車発射器）による射撃が行われ、

トルコビルにランチャーが着弾し、負傷者が発生していることがわかる。

また、戦車による戦車砲発射が行われ、これもトルコビルに命中してい
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るなど、宿営地のすぐ目と鼻の先にあるトルコビルにおいて、「戦闘」

としか表現しようのない武力衝突が起こっていたのである。 

    １０日は夕方にも「ジュバ市内各所で衝突が発生し緊張状態」となっ

ている。 

  (5) ７月１１日（１６３９号）にも、早朝から宿営地近傍において戦闘が

発生している。マスキングばかりで詳細は分からないものの、宿営地の

ごく至近において、砲撃を含む銃撃戦が行われていることは明らかであ

る。また、このマスキングされている部分については、第１準備書面第

５－９で記載した７月１２日付モーニングレポートを合わせ読めば、１

１日にも曳光弾による射撃や断続的な射撃が行われ、中国人兵士２名が

死亡するに至っている。 

    「ＪＭＥＣは南スーダンの速やかな停戦を要請した模様」との記載が

あるように、国際的機関においては、内戦が生じていたとの認識であっ

たことがわかる。 

    また、１１日の１８時に「キール大統領は停戦を宣言した」とあるよ

うに、ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯが当時内戦をしていたことは明らかで

ある。 

  (6) ７月１２日（１６４０号）によると、７月１１日にキール大統領とマ

シャル副大統領による停戦合意が締結されている。双方において、それ

までは、内戦をしていたことを当然の前提とする行為である。 

    もっとも、「偶発的な戦闘の可能性は否定できず、巻き込まれに注意

が必要」と評価されるような状態で、依然として警備レベルは最高レベ

ルであり、宿営地内での最低限の活動以外の活動は一切できていない点

に変わりはない。 

  (7) 以上の攻撃の実態から、①紛争当事者間の停戦の合意など崩れ去って

おり、内戦状態・戦闘状態と言わざるを得ない。 

    また、南スーダン政府においてＰＫＯ受け入れ同意の根拠である「兵

力地位協定」に違反した行動をとったり、自衛隊の宿営地周辺で攻撃を

行っていることから、②紛争当事者が国連と日本に対してＰＫＯ参加の

同意を与えているとも言えない。 
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 ３ ７月の戦闘以降の状況 

  (1) 全体の情勢 

   ア ７月１３日（１６４１号）の情勢では、「１１日、キール大統領及

びマシャル副大統領による再合意があったものの、和平合意の進捗は

進展が乏しく、ジュバにおける両勢力の戦闘により、さらに時間を要

するものと思料」と、「戦闘」があったことを前提に和平合意の履行

が困難であることが報告されている。 

     また、同日の報告書では、「ＳＰＬＡによるＩＤＰに対する攻撃等

に注意が必要」などと、平時では考えられない暴力的な事象が起こる

可能性が指摘されている。 

     なお、１１日の停戦合意にもかかわらず、１２日朝、ワウ南部にお

いてＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯ間での「戦闘」が生起しているようで

あり、ジュバでの戦闘が、地方都市へ拡大していることが伺われる。 

     １３日には警備レベルが前日よりは軽度になっていると思われるが、

タイトルを含めて全てマスキングされているため不明である。 

   イ ７月１４日日報（１６４２号）によると、マスキングのため詳細は

不明であるものの、１４日現在、ＵＮＭＩＳＳ警戒レベルは「戦闘」

があった時期と遜色のないレベルを継続していることが伺われる。 

   ウ ジュバに端を発した「戦闘」が、トリト、ワウ、イエイ、ムンドリ、

パラジョク、リーア、ナシール、バガリ、ブンジ、ベンティウ、ルブ

グウェイ、マヤンディッド、ロコン、エゾ、マリディ、パジュート、

マグウィ、カジョケジなどの地方都市に拡大していることが図に記載

されている（１６４３～１６５０、１６５５、１６６４、１６６７、

１６６８、１６７５、１６７９、１６８８、１６９７）。 

     これらの戦闘は７月中旪から９月上旪まで、各地で断続的に発生し

ているのである。 

   エ ７月１６日（１６４４号）には、ジュバの「戦闘」で死亡した軍関

係者が６００人程度であると報告されている。６００人もの軍関係者

が死亡しているのであるから、これは「戦闘」以外の表現のしようが

ない。 
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     ７月２６日（１６５４号）には、ＳＰＬＡが今回の戦闘で使用した、

不発弾となりそうなものは、「ＲＰＧ７、迫撃砲弾、ロケット、対戦

車榴弾及び手榴弾」と武器が明らかになっている。これらの使用され

た武器からしても、「戦闘」以外の何物でもない。 

   オ ７月１９日の日報（１６４７号）では、リーアでの「戦闘」、ユア

イでの「空爆予告」、７月２０日（１６４８号）では、ムンドリで「戦

闘」が起きていると図上で明記されている。ムンドリでの戦闘は７月

１３、１７、１９、２１日と継続している（１６５０、１６５６号）。 

     ７月２２日の日報（１６５０号）では、７月１２日と１４日にラニ

ャで戦闘が起きていることが明記されている。 

     ７月３１日の日報（１６５９号）では、２８日に、イェイとルリで、

「ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘」があったことが明記されてい

る。ルリでは、砲撃を含む戦闘であったことも報告されている。 

     また、２９日から８月１日にかけては、「ジュバ～ラニャにおいて

戦闘」と明記されているが、これが「激しい戦闘」であったことも報

告されている（１６５９、１６６１号）。 

     ８月１日（１６６０号）になっても、「ジュバ―イェイ道沿い、ジ

ュバ―ムンドリ道沿い、ジュバ北西部でＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの

間に戦闘が生起している」とあるように、ジュバ及びジュバ近郊にお

いて戦闘が継続していることが報告されている。 

     実際に、７月３１日にはジュバにおいて「ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉ

Ｏとの戦闘」と明記されている。もっとも、かかる「戦闘」について

は全てマスキングがされており、全貌は不明である。 

     ８月２日（１６６１号）の段階で、派遣部隊においても、「両者の

戦闘が継続するものと思料」と、「戦闘」が継続しているとの認識で

あったことがわかる。 

     ８月４日（１６６３号）には、リーアで「ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉ

Ｏの戦闘」が起きたため、ジュバ市内でも、その増援のために戦車の

移動があり、５日も軍用ヘリの動きが活発化するなどしており、「戦

闘」の継続を思わせる不穏な空気になっていることがわかる。このこ
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ろから、「ジュバ市内及び近郊のＳＰＬＡ施設が増強され始めたこと

から、イェイ道沿いの戦闘には引き続き注意が必要」と喚起が繰り返

されている。 

     ８月１０日（１６６９号）には、９日の出来事として、ナシールに

おけるＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯの戦闘は継続しており、ＳＰＬＡ－

ｉＯ側から１１日１７００までに降伏しなければ、徹底的に攻撃する

という最後通牒が送られたと報告されている。このことからも、両者

の間では全く停戦合意がなされていないことが分かる。 

     ８月１１日（１６７０号）には、イエイ道沿い及びグデレ道沿いで

の戦闘状況を注視する必要があると指摘され、戦闘範囲が拡大してい

ることがわかる。かかる記述は継続するのであり、このことからも停

戦合意が崩壊していることが分かる。 

     ８月１３日（１６７２号）には、ロコンやルリで８月６日、９日、

１０日に「戦闘」が継続していることが報告されている。 

     ８月１５日（１６７４号）には、マシャル氏側の報道官が、「ＳＰ

ＬＡ－ｉＯは各地からのジュバへと至るすべての経路を封鎖し、ジュ

バを制圧する」「ジュバ～ムンドリ感を完全制圧、ジュバ北西部を掌

握、ジュバ南西部の８ロボノクを閉鎖、ジュバ～ボル間の道路を封鎖、

ジュバ～トリ間、ジュバ～ニムレ間の道路を近く閉鎖する」などと発

言している。これは事実と異なる可能性があるが、このような発言を

すること自体が停戦合意がなされていない証である。 

     ８月２２日（１６８１号）には、ジュバ市郊外での戦闘は小康状態

にあることが報告されているが、これは尐なくとも、それまでは深刻

な戦闘が継続していたことを表すものである。 

     ８月２８日（１６８７号）には、「マシャル氏の回復及び今後の発

言の如何によっては、戦闘の活発化は否定できない状況にある」と指

摘されており、８月末でも戦闘は継続していることが前提となってい

るのである。 

     ８月３０日（１６８９号）には、２７日にキール大統領が「マシャ

ル氏を帰還させようとする試みは、内戦を長期化させ、国民の苦難を
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増加させる。」と非難したと指摘されているが、これは、キール大統

領において８月末の段階でも内戦が行われているという認識であった

証左である。 

     ９月７日（１６９７号）では、「ＳＰＬＡ－ｉＯ又は地元の者と思

われる武装集団とＳＰＬＡ又は暫定政府との間で戦闘は継続」と、９

月になって以降も「戦闘」が継続していると報告されているのである。

また、前エクアトリア州高官ら３名が和平合意が崩壊したとしてキー

ル大統領政権を脱退し、ＳＰＬＭ－ｉＯに離反したとの記述があるが、

これは、政権内部においても和平合意が崩壊しているとの認識である

ことを示すものである。 

   カ 以上から、７月上旪～中旪のジュバでの戦闘後においても、７月３

１日にはジュバで「ＳＰＬＡとＳＰＬＡ－ｉＯとの戦闘」が発生して

いる他、停戦合意が履行されているとは全く言えないほど各地で戦闘

が行われてうえ、ＳＰＬＡ及びＳＰＬＡ－ｉＯのいずれも停戦合意を

履行しているとの認識はないのであるから、紛争当事者間の停戦合意

は全く崩れ去り、深刻な内戦状態・戦闘状態が継続・拡大しているの

である。 

  (2) 宿営地周辺での射撃事案 

   ア 宿営地周辺では、７月１３日夜に散発的な射撃事案が発生している

（１６４１号）。 

     ８月１日にも、宿営地から５００ｍほどの距離で射撃事案が発生し

ている（１６６１号）。 

     ８月２日～３日も宿営地のごく近傍で、重機関銃を用いた射撃事案

が発生している（１６６２号）。 

   イ ８月は６日、１１日、１２日、１３日、１６日にも射撃事案が発生

している（１６７０、１６７１、１６７２、１６７５号）。 

     ８月１２日の射撃事案においては、通常はマスキングされないよう

な距離や射撃数などの詳細すら「情勢（５／８）」においてマスキング

されている。射撃があったことが、８月１２日（１６７１号）だけ「派

遣部隊の警備態勢に関する記述や他国軍からの情報」にあたるなどと
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言うことはできないのであるから、余程の至近距離で射撃があった可

能性が高い。 

     同様に、８月１３日（１６７２号）も射撃の詳細がマスキングされ

ているのであるから、危険が切迫するようなごく至近距離で射撃があ

ったと考えるのが自然である。 

   ウ ８月２０日（１６７９号）には、夜間に、５００ｍの至近距離で銃

撃事案が発生している。２５日（１６８５号）、３１日（１６９０号）

にも夜間の射撃事案が発生している。 

     ８月３１日（１６９１号）も、宿営地の３００ｍという至近距離で

射撃事案が発生している。 

   エ ９月４日（１６９４号）になっても、宿営地近傍で射撃事案が発生

している。 

     これは、「情勢（４／７）」においてマスキングされているが、他の

射撃事案については明記されるにもかかわらず、この日だけ「派遣部

隊の警備態勢に関する記述や他国軍からの情報」にあたるなどと言う

ことはできない。 

   オ ９月７日も５００ｍほどの至近距離での射撃事案が発生している。 

   カ このような宿営地周辺の緊張状態からしても、紛争当事者間の停戦

の合意がなされていたとはいえない。 

  (3) ＵＮハウス周辺での射撃事案 

   ア ７月１６日（１６４４号） ＵＮハウス周辺で射撃事案が発生して

いる。 

   イ ７月２９日（１６５７号）には、７月２６日にジュバ市内の流れ弾

の状況は改善されていると指摘されているが、これは、尐なくとも７

月２５日までは流れ弾のリスクが非常に高かったことを示すものであ

る。 

     とはいえ、総括においては、「ジュバ市郊外での戦闘及びＵＮハウス

周辺での散発的な射撃の発生が確認されており巻き込まれ及び流れ弾

が同地域周辺で発生する可能性が高い」との指摘がなされ続けている。 

   ウ その後は、マスキングされている可能性が高いが、８月１７日には
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尐なくとも射撃事案が発生している（１６７６号）。 

   エ ９月１日（１６９１号）になっても、ＵＮハウス近傍で射撃事案が

発生している。 

   オ このように、ＵＮハウス周辺でも射撃事案が多数回発生しており、

紛争当事者が国連に対してＰＫＯ参加の同意を与えているとは言えな

いのである。 

  (4) ハラスメント 

   ア ７月１３日（１６４１号）の日報によると、７月７日、１０日及び

１１日にＵＮスタッフ及び外交官車両への射撃等が行われている。こ

のように、国連職員すら攻撃対象になるような極めて危険な状態であ

ったことは明白である。 

     なお、かかる記載は、前日まではマスキングがされていた事実であ

ると思われる。これがマスキングの理由である「派遣部隊の警備態勢

に関する記述や他国軍からの情報」にあたるとは思われない。 

   イ ７月１２日及び１４日にもハラスメント事案が発生している（１６

４６号）。 

   ウ ７月２０日（１６４８号）には、ＵＮＭＩＳＳに対するデモを含む

直接的なハラスメントが発生していることが指摘され、「反ＵＮ感情

がＳＰＬＡ内で高まっている可能性があり、ジュバ市内での活動には

注意が必要」であると喚起されている。 

     実際に、反ＵＮデモは、７月１９、２０、２１、２２、２５、２６、

２９日に実施されている（１６５７号）。 

   エ ７月２９日（１６５７号）には、南スーダン外務省がＵＮ職員の入

国に関して一部制限するという反ＵＮ対応をしたという報告がなされ

ている。 

   オ ８月１３日（１６７２号）には、ＯＣＨＡ（国連人道問題調整事務

所）職員に対する何らかのハラスメントが行われている。 

   カ ８月１９日（１６７８号）には、ＳＰＬＡがジュバ郊外において、

白色塗装し、ＵＮ表記したＳＰＬＡ車両を用いて攻撃を行っている可

能性や、ＵＮ表記された白いヘリコプターで攻撃している可能性が指
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摘されている。これは、国連へのハラスメントと言わざるを得ない。 

   キ このような反ＵＮの活動が活発に行われているのであるから、紛争

当事者が国連に対してＰＫＯ参加の同意を与えているとは到底言えな

い。 

  (5) その他 

   ア ８月３日（１６６２号）から、表紙に、「閲覧は関係者限定」「用

済み後廃棄」などと、隠蔽の意図がうかがえる記載がされるようにな

った。 

   イ ８月１９日（１６７８号）には、総括として、ＵＮＭＩＳＳの修正

マンデートに対する政府側の反発が確認されており、「ＳＯＦＡ違反」

及びハラスメントには注意が必要と指摘されている。この「ＳＯＦＡ

違反」は、８月１９日より前の日報でもそれより後の日報でもマスキ

ングされている。 

     これが、マスキングの理由である「派遣部隊の警備態勢に関する記

述や他国軍からの情報」にあたるとは到底言えない。 

   ウ 以上のように、日報には、随所に本来マスキングがされるべきでな

いと思われる箇所にマスキングが施されている。 

     これはそもそも、防衛省において正確な情報を主権者国民に提供す

るのではなく、不都合な事実は隠蔽してしまおうとの意図を有してい

るからであり、このような姿勢は極めて問題である。 

  (6) まとめ 

    以上の通り、７月の戦闘より後のジュバの情勢からしても、①紛争当

事者間の停戦の合意は崩壊しており、②紛争当事者が国連と日本に対し

てＰＫＯ参加の同意を与えているとも言えない。 

 

第４ 結論 

 １ 以上の通り、黒塗り部分を除いた日報の記載からわかる南スーダンの現

地情勢からは、遅くとも２０１６年６月の段階で、ＰＫＯ参加５原則を満

たしていないことである。 

   また、黒塗り部分の中には、厳しい現地情勢を反映して、開示された内
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容より深刻な「戦闘」の実態、さらには、自衛隊に付与された任務を超え

た業務（治安業務や他国軍隊との連携など）がＵＮＭＩＳＳ司令部から出

されたり、それに応じた活動などが記載されている可能性がある。 

   以上の「現地がどのような内戦状態にあったか」及び「自衛隊がＵＮＭ

ＩＳＳの指揮下で如何なる活動を行なったか」は、本訴訟の最も核心的な

内容（自衛隊の活動の憲法９条違反・ＰＫＯ協力法違反）である。 

   そして、日報はその日々の正確な記録であるから、最も重要な証拠であ

るとともに、政府の行為の記録であるから主権者の共有財産でもある。 

   もともと施設部隊は、「人道復興支援」を任務に派遣されているのであ

るから（甲５）、本来秘匿すべきことはないはずであり、むしろオ－プン

にして、現地の状況と活動内容を日本及び国際社会にフィ－ドバックする

ことこそ求められる。それが仮にＰＫＯ活動に対する妨害の情報だとした

場合、日本及び他国の活動の安全な遂行に役立てるために、秘匿すること

なく情報を共有することこそ求められる。 

 ２ しかるに、被告は、この南ス－ダンの情勢及び自衛隊の活動実態につい

て、「本件差止の訴え及び本件国賠償訴訟は、不適法ないし主張自体失当

であり、そのことのみによって排斥される」として、認否すら全面的に拒

否する（平成２９年５月１日付被告第１準備書面）。 

   しかし、平和的生存権の具体的権利性が認められることは確定した判例

があり（請求原因第４、第５。被告主張の誤りは原告準備書面⑶で指摘）、

唾棄するかのように切り捨てる被告主張は、明らかに失当である。 

   また、不法行為の相関関係説においては、違憲・違法性の内容・程度が

問題になり、その評価の根拠事実を確定することは不可欠である。 

   以上より、原告は、被告が再考し、事実認否を行なうことを、改めて強

く求めるものである。 

以上 


